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熱帯農業研究センターはアフリカ緊急調査を1986年度から1988年度までの 3年間にわたり実

施してきた。本調査は1989年 1月9日から 2月12日にかけて、従来、末調査であったザイール

及びベニン両国の農業及び林業研究の現状を把握したものである。この他、ナイジェリア、ブ

ルキナファソ、英国において関連の調査を行った。

これらの国の在住日本大使館、現地研究機関各位の'-・ し、心から厚くお礼申し上げ

る（）本調査が今後の研究推進 る。
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1月 9日（月） "" 2月12日し月）

2. 日程及

i月9日（月）成田発1250 パリ着1730

l月10日（火） ~11日（水）在フランスベニ ルキナファソ i-テヽヽ

l月12日（木）パリ発1040 キ 94り

1月13日（金）在サイール日本大使館にて日

1月1,1日 (ORA) 

1月16日（月）科学研究所 (IRS)、人T衛星地球観測研究所

1月17日（火）仕友商事ザイール支店にて農業事情収集、

1月18日（水）キンサシャ ンガニ

1100 (QC308) 1350 

1月19日（木）キサンガニーー→ヤンガンビ、国立農業研究センター (INERA)

（車）

1月20日（金）ヤンガンビ，国立農業研究センター

1月21日（土）ヤンガンビ～キサンガニ 元ギンサシャ

1825 (QC323) 1925 

1月23日（月）在ザイール日本大使館にて調査報告

1 月 24 日（火）キンサシャー—--—ー→ラゴス

1235 (ET921) 1635 

］月25日（水）ラゴス～イバダン、国際熱帯農業研究所 (IITA)

1月26日（木）イバダン～ラゴス

1月27日（金）ラゴスー →コトヌー、農業研究局 (DRA)

1235 (RK107) 1315 

1月28日（土）コトヌー～ニアウリ、ニアウリ農業試験場 (SRCV)

-- 1 -



1 月 ~rn 日（月）コトヌー,, 所 国際熱帯 物保護

月31

コトヌー一ー,,→ ワガドゥグー2月l日

2月2日 国立科学技術研究センター

ンター (CRTO)

、近隣諸国共同リモートセンシン

2月 3日（金）ワガドゥグ

0800 (VH531) 

ュアラッ‘人作物保護研究所(DPVC)、水稲栽培視察

0840 

2月 4日 ボデュアラッソ～バンフォラ、サトウキピ試験場 (SOSUHV)、水田

2月 6日（月）国立農業研究所 ([NERA)、作物保護研究所 (LDC)、プロンバス環境

・観光局 (DPET)

2 月 7 日（火）ボボデュアラ、，I'ノー―-----—→アビジャン

1220 (VH235) 1830 

2月8日（水）アビジャン一 、，パリ >ロンドン

0900 1ヽじT804) 1845・2000 (BA3l 5) 2000 

2月9日（木）海外(j吠資源開発研究所 (ODNRI)

2月10日（金）調査結果打合わせ及び報告書作成

2月日日（土）ロンドン

1440 

2月12日（日）

(7 
ー →成田

1125 
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1. ザイール共和国

l)地勢

(1) 地理的位置

II. 農 業 分野

ザイール共和国は緯度 5°20'Nから12°10's、東経12°10'から31°15'Eの中に

あり、面積は2,344,885k前であるが77,000k叫以上は水あるいは沼地で覆われているため、

陸域面積は約2,267,600k前であるc 国土はほとんど正方形に近い四辺形をしており、東西

方向が約2,139kmで南北方向が約2,094kmである。またアフリカのほぽ中央に差し込ま

ように位置し、大西洋にはザイール川河口で約40km巾で面しているだけである。また、そ

の地域はカバンダ (Cabind a)のアンゴラの地方都市と右岸のアンゴラ国にはさまれて

いる。

(2) 地形

ザイールの領土はほとんどがザイール川流域に属し、しばしば広大な湿地かみられる。

全国の77%の土地か標高1,OOOm以下にあり、 2,000m以上は0.8%にすぎない。ザイール

川流域の平均標高は400m以下であり、最低標高はタンバ湖 (Tumba)でマインドンブ

(Mai -Ndombe)地域の北西にあり、そこに向かって川の右側の主な支流が集中して

いる。中央盆地は西側だけが開いており他の方向は境界地形によって閉ざされている。北

部では、ザイール川とウーバンギ (Oubangui)川との間が比較的平らな台地となってい

る（標高600~800m)。南部にも台地があり広大で段々になっており、南東方向にしだい

に標高が上がり、シャバ CleShaba)では1,000~2, OOOmに達している。東部は古い大

陸棚が西部リフト谷 (RiftValley)の大きな陥没地の縁まで急激に標高を高くしている。

ルワンダとの国境となっているウヂンゾリ (Rumenzori)山地では5,OOOmを越えている

ところがある。また、モブッ セセ セコ湖 (lelac Mobutu Sese Seco)の西部のブルー

マウンテン OesMountagnes Bleues) とキブ湖 Clelac Kivu) 西部のキプ山では

2, OOOmに逹している。

(3) 気候（図 1)

気候的には大きく 3地帯に分けることができる。

① 赤道気候帯
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図 l ザイールの気候区分図
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る 竹林、

(5) 

ザイ に変化に富む、ほと らゆる種類の農業が可能である。

① 赤道付近（高温、湿潤地）：パラゴムの木、油ヤシ、コーヒー、カカオ

② 乾季のあるところ：綿、穀物、ピーナツ、

比較的乾燥しているところ：アラ

じゃかいも

赤道付近では、年中耕作可能であり、それを取り囲む熱帯地域では北部で植付けしてい

コーヒー、除虫菊、キンコナ（キニーネ用）、小

る時に南部では収穫しているなど、年中農作物が生産できる。

なお、農地、草地、森林の面積は表 lに示すように1975年まではあまり変動していない。

表 l ± 地利用の変化（単位lOOOha)

％国土面積 (234,541, OOOha)に対するもの

(6) 人口（図 3)

公の数字では、 1970年の人口は21,368, 000で、 1975年末の人口は225,569,000であり、

年平均増加率は3.4%であった。これは1980年に得た約3,020万人という数字と合っている。

国連とFAOの調査では多少低い数字が得られている (2,800万,_.,2,830万）。 1975年には都

市人口が2,100万人となり人口密度はK祉当たり平均9.3人であり、 Shaba地方、赤道気候

帯、ザイール高地部では 5~7人、ザイール河口では28人となっている。 FAOが推定し

た1979年の農業人口は約2,060万人であり（家族数で340万件）増加率は人口増加率を下回

る2.0%である。地域的には強調されているが、植生に対する農業の圧力はまだ低い。広

大な森林は開拓からまだ守られている。移動耕作では森林が使われるが、休耕地は一般に

は特に極だって切詰めることはしていない。
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図3 ザイールの都市および農村における人口の推移 (1930~1984年）

2)農業生産概要

主要作物はトウモロコシ、キャッサバ、米、落花生、豆類である。中でもキャッサバは

自給しており、 1,500万トン (1987年）に達している。次いでトウモロコシ70万トン、米28

万トン、落花生37万トン、豆類は15万トンの生産高である。 トウモロコシと米は輸人して

おり、前者は 7万トン、後者は 6万トンである。米は主に都市での消費が多く、地方では

キャッサバやトウモロコシの消費が殆んどである。

・-方、サトウキピは47万トン、パームオイル10万トン、コーヒー 7万トン、ゴム 2万ト

ン、綿1.6万トン、キナ 5千トン、茶 3千トン及びココア 3千トンの生産がみられる。

畜産では牛が約110万頭、鶏は5,500万羽に達する。しかし、畜産物はかなり不足している。

3)農業研究

ザイールの農業研究の中心はIN'ERA国立農業研究局がキンサシャ市にあり、全国lOの

試験場を地方に配置し、研究が行なわれている。それらはパ・ザイール朴12ヵ所（ルキ及

ムプアジ）、バンドウンドヴ州のキャカ、東カサイ州のガンダジカ、シャバ州はカニア

- 7 -
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のム）レング、オ防ザイール州の

ニオカ、｝ゞ ン ヤンガン
。プ。

ら

）

さ

ル州ヤ>ガン る

訪問し情報交換を

/ズ十'n, ふつ

(1) 

ンサシャ

務を実施しているの

Mukuna、

とし

P.M.L. 

ログラ

ら出版ま

研究情報官Mr.

B, M. Binsiko 

らなる。 i月14日（土） ,-
ぃ— 4名の他、日本大使館の農業調査官 原

が参加した。 INER八の研究概要報告は次のとおりであるc

研究対象作物はワタ、キャッサバ、イモ類、陸稲、コーヒー、林木などである。ベルギー

領コンゴ一時代は研究員300名、普及員500名であった（）研究員は外国人200名より構成さ

れていたが、ザイール独立後、外国人研究員は全員帰国した。 1970年研究組織の再建を計っ

たが、実際はUSAID及びFAOが、 1984年よりプロジェクトとして活動開始した事から

じまっている。

各作物毎の栽培、 病害虫防除に関する研究動向を示した貴屯な報告「Situation

Actuelle de L'Agriculture Zairoise (1987)」か農業・地域開発局から出版されている。

同様な報告は他にシャバ州農業開発、農業統計などに総括されており、今後のザイールの

農業戦略が伺える。

稲作は90%が陸稲栽培であり、天水利用稲作である。水田総面積は35万ha、スワンプ

地域では水稲栽培が行なわれている。陸稲はヤンガンビ、ブンバ、キンドゥ、ルンババシー

などの北東部が主である。平均収量は0.8トン//ha、しかし新品種では 3トン/haに逹す

る。品種はIRRI、IITA、IRATなどで育成されたものである。ヤンガンビの農業研究所

（別名農業研究センター）は稲育種研究室があり、生育期間は 3~4ヶ月品種が主である。

IBP計両により、遺伝資源として200系統を保管している。ポストハーベストでは貯蔵・

病害虫の問題は大きい。稲栽培は南部は］回、他は 2回／年である。農民は0.5~ 2 ha所

有している。米作はこれからの作目であり、力を人れて行く方針である。

他の作目としては、主食であるキャッサバはザイールの南西地区で栽培されている。収

-- 8 -



9‘ 、

/

ている (j

るトリバ／ゾー

INERA 

っている G

5卜／ま

ス
3

K
r
 ゜

ス～｝ 口

こr
 

9‘̀
 ス3

られている C、)

ある（）また、ツニこゾエノ＜

0ヽ

トレイニング、 2)

j・ 

イー 。こ

アメリカのUSAIDによるザイー
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ランテーショ

ロジェクト
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め、

ールには 1ヶ月

太｝

し~、

。
＼
 

;
,
V
 

ル河沿いにl00km北上した場所

ンギ郡、ヤンガンビである。

役割りを果している（）この事務所は1

所である。キサンガニ市からヤンガン

時間以上を要する。今回はセンターのランドローバー

り、そこからさらにザイー

オ・ザイール什I,ッショ

9月設立、ヤンガンビのセンターと

イサ

り、窓口としての

いない

したが、

車で所要時間り

化した場所もあ

り、車が動けなくなる状態が数ヵ所あっ

支払いを要求される。

本センターは25万haの敷地面積を有するのこれは山手線に囲まれた面積に相当してい

その都度農民の手助けが必要であり、賃金の

る。ザイール河に近い高台にあり、 森林地帯の中← ンターが建設されてし＼る。

1920年代にベルギーにより設立された研究所及びキサンガニ大学農学部があるc

ここが農業研究の本部であった。現在約l,000人の職員からなり、研究員は60名以下で構

ーり



され、技術員か約200名、

は農作物では、稲、

綿、アプラヤシ、コ 1ーヒー、ココア、

ブ州ムルング、東北部のオ・ザイール州ニオカにあり、、

上と よりなる。

ジャガイモ、 （キャッサハ）、 斗
t

,
1
 

l,OOOm以上の高地である<

研究強化業務は気象、土壌、植物、林学などである。

ここでは、稲、

稲プログラム

主任研究員はMr.Mateso Baibinge。陸稲品種は外国稲500、ザイール稲l

コーヒー、ココア、気象、土壌の研究の進捗状況を調査し

る。

種子は、各品種毎約50穂を束ねて竹竿に吊し、小さな種子庫 (5X 7 m)に保管さ

いる。これらの品種は系統保存のため毎年播種を行っている。研究の目標は病害虫抵抗

性品種の育成である。栽培、育種、作物保護か主な課題である。稲の研究は1983年より

開始され、地方品種がスクリーニングされた。歴史的展開は次のとおりである。

年代 品種 収量kg/ha

1933 Y3 800 

1936 II 1, 400 

1945 RZW/8 1, 750 (この年から育種を開始している。）

1948 MLE 2,400 

1950 R66 2,500 

1958 0S83 3,000 

1960 R66 2,500 
) (1960~ 1965内乱のため研究不能であった。）

1970 R66 1,800 

1978 II 2,500 

1980 RYl 3,300 (生育期間120日、外国稲との交配による。）

a. 稲の主要病害虫と抵抗性品種

訪問期間が乾期のため実際に稲の観察はできなかった。記録によれば、病害では白菓

枯病の被害が大きい。虫害では、ヘリカメムシの一種、 Riptortusdentipes、ヨトウ

類のAspariaarmigera、Sesamiacalamitis、Spodopteraexemptaの被害が他の

虫に比べて大きい。貯蔵害虫としては、コクゾウムシ、コクガなど重要である。殺虫・

殺菌剤は人手困難なため、農薬に関する試験研究は実施されていない。抵抗性品種は乾

- 10 --



に耐性のある0S83があり、耐性は70%に達する。

b. 米の収穫

脱穀は棒など人手にたよっている。 ンターに ＼モミすり機と l台あ

り、英国製である 3

C. 米の品質評価と販売

米の品質に関する試験は、米室の固さ、透明度、料理米質など調査している。＜

は全粒の l/ 3に達するので、品質の改良が強く望まれている 0 水分含量は収穫時20%、

販売時14%である。モミの価格は 1kg当たり0.4ザイール、白米は100ザイールである()

d. その他

農民の所有稲田は 2~lOha/ 1戸である。本センターにおいて種子生産したものは、

農協を通じて農民へ無料配付される。通常、カマス 1袋入り11Q~60kgである。米の消

は主に都市住人によっているが、地方では以前としてキャッサバが主食である。

e冬問題点

稲プログラムの建物は木造で貧弱であり、研究施設はない。脱穀、乾燥、貯蔵棟の古

い建物がある。新研究棟及び種子貯蔵庫の建設は必要である。さらに、脱穀、精米、米

品質テスト用の最近の機械の導入は欠かせない。

研究員は主任研究員 l名、技術員 6名、圃場作業員18名からなる。育種、土壌、病害

虫の研究者はいない。米の品種は在来のものや導入した品種が主で、ここでは品種改良

は行なっていない。

電気・ガス・水道の施設は見当らなかった。

② 豆類プログラム

主任はMr.Lumbelonga, M. P. で本プログラムの調整員でもあり、稲プログラムと建

物では同居している。穀類として取扱われている。最近の最も重要な豆類品種は下記の

とおりである。

a. Cow pea, Vigna ungiclys 

Vy50 65日（生育期間）、収量900kg/ha

Vy26 (JITAより） 50日、収量800kg/ha

Niebe var. Vy 4 

} 50~55日

Niebe var. Vy60 

- 11 -
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じノ り、 ITTAから とローカルゼJ夕
/・、

') 0 

b ら

八65

Gl7 

P」3

Al 

var. Palmetlo 

var. Dc,lmar 48 

var. 1℃ 又741

var. TG X252 

り、 IITAから

c. Peanut: 

も重要、

OOOkg/ha 

より）、収量850kg/ha

そ

、収量L800kg/ha 

a
 

品種改良はms りスタートし

と

り成る。

りなる C、9

IITAとは1987年より i マ戸
し、

いる。 cowpeaでは、 NiebeLignee NGB 1471--7 --80 (Niebe var. 14X:'.'Jiebe 

var. 1) は最優良系統であり、生産性良好、期待さ いる。栽培では無施肥で行

なわれている。 Se叫 foundation用の種子は 1袋30~50kgで、 8ヶ月間保管できる,,

穫した大豆と落花生は棚にとりつけた金網篭に入れ、天日て 4~5日間乾燥する 0 この

時期は収穫期である。

d. 作物保護

a) cowpeaの病害虫は下記のとおりである。病害では、 Rhizoctoniasp, Brown and 

pink rust、yellowmosaic、 Aphid born mosaicなどである。害虫は、 Ript.ortus

denlipes(ヘリカメムシの一種、英を加害する）、 Marucatestulalis (pod borer)、

Thrips spp. (花と葉を加害）、 Zonocerusuariegatus (葉

Bruchus spp. (マメゾウムシの一種）かある()

b)大豆の病害虫としては下記の種類が重要視されている。

、貯蔵害虫として

はXanthomonusspp. 

(Bacterial pustules, Bacterial blight)、yellowmosaic (ウイルス病）、害虫

1Vezaraじiridulalirrne (ミナミアオカメム

（ヘリカメムシの一種、英を加害）。

- 12 --
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C) 

プラムン類媒介によるウイル

arachidicola 

、虫害として

spot)、 born rnosa1c 

craccwora t. 七ザイ

ク

Q さ問題点

作物保護研究員、

ふ
ふ

i る0

圃場作業員が不十分であるため、

れない。農薬及び肥料は不足している。国際間の研究協力要請が強い。

③ コーヒープログラム

コーヒーの研究は1930年から開始された。海外のコーヒー遺伝資源を輸入し、大規模

なコレクションを している。それにより、品種改良による生産性の 目ざして

いる。収量調査、品種プログラムが実施さ

者 1名、作業員60名よりなる。

いる Q 研究圃場63ha、研究員 5名、

a. 晶種

SA158、L36、L21. 5、

L 2. 51、L147、L93

(SA及びLは産地、数字は記号を表わす。）

ザイールでは、代表的な品種として利用されている。これらの品種の収量は中程度で

あり、高収量の品種は利用されていない。

1955年、アラビカとロブスタ品種を交配して、アラブスタを作出している。これは味

が良く、どの士地でも生育可能である。アラピカはカフェインが低く、高い土地に適し

ている。一方、ロブスターはカフェインは普通含量であるが、低地に生育するなど特性

がある。アラブスタは両者の特性を有しているが、収量はあまり良くない。原因の一つ

に虫害問題がある。コーヒーの木は、ザイールでは森林を利用した、いわゆるアグロ

フォーレストリーの形式をとっており、各所で森林の中にコーヒー園が経営されていた。

苗は 6~12ヶ月のものを移植する。

b. コーヒーの病害虫

重要害虫は、 Chenillessef oliantes (メイガ科）、 Dichocrociscrocosora (メイガ

科）、 Epicampopteramarantica (カギバガ科）、 Leucopterasp.、最近の新害虫と

なったXyloboursmorsttatir (キクイムシ科）は幼苗と成木の枝やコーヒーの実に食

入孔を作り、内部に食人加害する。枝では食入孔より 10cmの範囲で枯れ上る。実では黒

- 1:3 -



じ、内 只ざ るシ とし Beaureria besiana 

ら いる。 は En山・in 后ア〕 あ

(ア=、 tう

ロクラム

ココアの研究は より ヤC 品種 ラジルアマ ヽゞ＂＇ ， し、

っている。アマ ン とAmelonado(地方叩埋）と父目じししし） !-¥百1:it里を11=つ

（よ0. るが、じPA謬阿否い甲向VJ収菫か位り

ている（） は6ヶ月であるし） タイ い/' は

は耐病性である。

さ い＾害虫

（メクラカメム

はココア る。

（甲 し加害するcCharalona 

いている。

b, 研究スタッフ：

コーヒーとココアプログラムを兼任している'.) はMr.Ndunga loli di 

害はMr.Mboloko 

Kalonda Kalonda (コーヒー）

⑤ 気象プログラム

はMr.Matonyo Nsebua Kinse (ココ

る、、J

Mr. 

主任はMr.Agana papeである。1950年より気象に関する調査を開始した。全国の37ヵ

所からデータが本センターに送付され、膨大な資料が保管されている。本所の露場には、

FJ¥Oの授助により多数の観測機器か設置されているが、すべて手動式である。これらの

観測データは、水分、エネルギーバランス、植生、メイズ等の作物生育と気象との関係

などの解明に供試される。この外、投人放射量、土壌や環境、温度、光合成、生態系、

地域、季節などについて調査が行なわれている。

露場には大型の百葉箱が備えられている。最高気温29℃、最低気温19℃である0

蒸発量の測定をはじめ、雨量計 (l日測定、年雨量は2,400mm)、地温叶 (10、20、50cm

さ）、日照計、放射線量計などである。

スタッフは研究員 4名、技術者20名（データ計算、メンテナンス）、作業員20名、合

--14 -



よりなる C データ

ロクラム

+6 

3
 イ‘f々

｛
 る

し
．
ふ

ふ
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iヽ
4ょ

と2~3

ファイ 六）

各種作物が生育できる。土壌は 1)

3) Series 及び ,1)Series yangam bi 

ヤンガンビの士壌地図があり、日 る。この他、 5~ r;J 

ダ

U＇） ，し
L
む

薬品類は一部を除き

こでは時間の制限により、

センターの問題点と

a 重要研究課題のリスト

b 研究者名

c ファミングシステム（稲一

d 農薬サンプルの送付依顆。

なかっ

e 稲・豆類の遺伝

f 作物保護研究強化

g 稲育種及び栽培専門家の要請、

h 雑草防除

1 稲、インタークロッピング）への

、さ
9 、

¥/'' --<ぅ

ための貯蔵庫建設、

＼、イス

テスト用の最近の機器の導入

i INERAに熱研とのコンクトパーソンを決め、今後の交渉に当るぐ9

電気は夜間 7時~11時まで照燈。他は電気の使用不可能である。

K 水道施設はあるが、水は出ない。しかし、行水、洗顔、洗たく用の水 六
j

＼
 

~,\ 

る。宿舎はヨーロッパ式のレンガ造りて平届建て。

トイレ、女中部屋などよりなる。）

l 郵便・輸送状況は極めて悪い。キンサンシャからザイー

＂ヘ ノゞ スルーム、

サンガニまで 3

日を要する。費用はキンサンシャ～キサンカニまでの航空賃に相

らヤンガンピの農業研究センターまては陸路のみ。 4~り時間を要する，う

m マラリア病は常時発生している。毎日 2~3 人の割合で発病する()

- 15 -

として、クロ



ロキン 6 ると 3~4日 ると言う（，

いる。

(IRS) 

目的としている。

物生態（チンパンジー及びゴリラ）、森林、魚業なとを対象とする C

イール国で研究する場合は、科学研究所の許可が必要である。例えVふヽ

生猿謁査では入国の都度許可を求めていたが、度重なるので、

とりかわした。また、ザイール国内における調査旅行で 書類提出

ことになっている。

は各大学と協力を行なっていらまた、 9研究所との関連があり、

gu乳terの役割をしている。自然科学研究は主にキブ州において実施され①

り京都大学の類人猿の研究、②地質学、火山、③魚の生態などである。

ンタ--(})山に

とる

4 月ょ

農業研究はINERAが主て農学の研究、キサンガニ大学のうち農学部はヤンガン

業研究センターに隣接している。 5年生度大学で、最初の 2年はキサンガニで学び、後の

3年はヤンガンビで学ぶっ農学部はCropScience (作物保護 む）、 SoilScience、

Agricultural Economics、AgriculturalChemistry、ForestDepertrnentの5学部よ

りなる。ここでは地域開発研究 (EISDR)が実施されている。また、農学科では主に農

業政策の研究、環境科では森林、環境保全、魚類、観光などが含まれる。

海外との協力は下記のとおりである。

a) JICAー京大類人猿及び水棲生物学

b) カナダ政府 森林の樹種の固定と保護

C)アメリカ 個人的なつなかりで、 Dr取得のため気象の研究

この科学研究所の活動は最近縮少されて、その存在意義を疑う人もいた。科学研究所内

は人影がまばらで活気がなく、各室内共机など無雑作に放置されていた。

(4) キンサシャ大学教授Loma博士

1月17日、住友商事ザイール支店においてLoma教授と農業問題について懇談し

Loma教授はザイール農業局植物防疫主任である。昆虫学者で、フランスのモンベリ大学

で「ニカメイガのDelta、Euribu、Balila3品種耐虫性機作に関する研究」により学位

授与された。 1987年京都大学視察、ケニアにも出張している。 Loma教授はキサンガニ大

16 --



，し人）

限ら

して＼＼る。

はあっ f とおり ギ
u

,' ャッサ～ノ＼

は、 Chochiriellasp,、Phaenacoccusenanihatiキャッサ Iくコナカイ

ミドリノ＼げ一 る。これらはナイジェリアのIIT

西アフリカ等で研究されている。有効な殺虫剤はない。住友と協力して研究している＼

Sp, (天敵昆虫、 トビコバチの一種）の放飼は効果かなく、環境に適していは

いためと考えてし＼ふナイジェリアのIITAのDrを

はBenin国にIITA天敵生物研究所が設立されている。

けており、

重要害虫 シロイチモジョトウ、 S。

る。殺虫剤はFenitrochion50%を200eに1.O~l. 5£ の

アフリカヨトウであ

している

の発生状況により 1~2回散布している心 Furadanは輸入していパいか、 1

hionを第 2ケネデイラウンドで6,000トン輸人した。

品種Delta、Euribu、Balilaはザイールでは耐虫性を示さなかっ

」占"')
-J /-d 

性は高い。収量 6トン/haに達する。

③ 殺虫剤の輸人

ザイールでは各種の殺虫剤を輸入している。輸人先国は西ドイツ、イギリス、フラン

ス、スイス、アメリカ、ニゼール、ザンビア、アンゴラ、中 日本などである。

④ その他

作物の病害虫に関する著書を執筆中である。出版後、熱研に送付する。

ザイールでは、研究施設の充実、研究者の養成か必要である。ザイー

は3人の教授がいるだけである。今後、熱研との協力が望みたい。 F八0による援助

作物保護の分野でも行われているが、効率的ではない。

保

2. ベニン (TIENIN)人民共和国

1)地勢

(1) 地理的位置

ベニン人民共和国はギニア湾（ベニン湾）に面しており、北緯 6°1町 ~12°251東経

―-17 -
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リカ しているこ られてい wo

,~ 
ぃし

mm Cのる

きと

植生帯

いてい 、9,,t 
c
 

ス）

約65%はvegetationarboreeであ

少している。森林および重要な森林地帯は国土面積の l

植物と (forets ょ

土地型 (savanes

密放牧、

植生被覆は士壌特性、

ス》ょ ＜
 

けるものである

きる。

① ベニン南部

Setto以南で

ベニンで

及び人間活動の複合的作用によっていちしるしく

ーン南部と スーダン地域の口地帯に大別すること

っていない。耕地と休閑地の入り の所々ビ

樹林が点在し、立木サバナ、小灌木サバナが見られる。湿地もあちこち られるいコ

コヤシ、チーク、モクマオウな

に油ヤンが多い。

② スーダン地域

ランテーションも している。堆積低地に

堆積平野の北部とKandiにかけて立木サバナが優勢で、nene、karite、caicedrat、ba-

obab、kapokierなどが見られる。川に沿って線状に林がみられる。

(5) 人口

1975年の人口は約307万 5千人であり 1976年から80年にかけての年間増加率は2.8%であ

る。その結果、 1980年現在約353万になっており、約60%の人が海岸から100km以内に居住

している。 1975年の都市人口は51万 2千人で総人口の20%以下であっ

2)農業研究局 (DRA)

1977年よりcotonouに農業研究局を設置、ベニン全国の農業研究の企画、調整を実施し

ている。 BenjaminK. Soude局長をはじめ、 Dr.Assan B. Emile (プログラムリーダー）、

- 19 -
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より
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パってし＼る。
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各

t

し1;;"' c,,;o 

(1) 食用作物研究

ヤ く、 Cotonouより 1

ミレット、

ぐ

(3) ココナッ

も 太
J し＼る。 Cotonou り、 に23の

コーヒー・カカ Cotonou - 他に 2 ？ ；；；。

(6) Cotonouに本所、

森林 Toffo、Seme- ,1 ら る。

以上の外に、国立の農業研究室があ

(1) 土壌化学 (CENAP) Cotonouより西へ10km

(2) 農村経済社会 Porto~Novo 

(3) 作物保護 (LDC) Porto-~Novo 

(4) 食品加工 (LTA) Porto Novo 

全国の農業研究員は63名、技術員100名、業務主任2H名、業務300名よりなる。 1986年

より作物の混作栽培を導入し、試験を実施している。病害虫防除、ファーミングシステム、

ど重要な研究分野である。

普及は各6県に普及所 (ExtensionInstitute)があり、 Borgou県は1,000名、 Atlantique

県は500名、 Mono県は600名、 Zou県は1,000名、 Atakora県は600名の職員より成る。こ

れらのスタッフの中には、教育、アドバイザー、業務など含まれている。例えば、 Inaで

はAtlanti.que、Atakora、Borgouの各県をカバーしており、研究と普及を関連づけてい

る。また、綿は、 Borgou、Zou、Atakoraの各県で栽培されているが、間題が発生する

と各県からDRA局長へ連絡が人り、局長は関連研究所へ問題解決を依頼する仕組みに

なっている。

- 20 
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は綿 2、しい

森林 l

におけるファーミングシステム開発、 3年間、 3)フランス

されている。 1年3,700万CFFの協力資金供与がある。

で活躍中、王に綿栽培、 3(2) オランダ 3 

(3) ドイツ (GTZ) より Ouもmもと

している。

メイ

Direction力9あり、

ャッサ，｝くな

におい

る。

) Zouと

し

；ヽ

t, 

り、 PhDコースの 4

(4) FAO 1981年より

以上のように、海外

6 ~12ヶ月

さ

0
 

ス～｝

0
 

ァ
0

~\ 

に対してはベニン側はNational

Counterpart I名、 Assistant

-1) その他

(1) 研究成果のレビューは 3ヶ月おきに実施しているか、し

成果の年次レビューを 3月か 4月に印刷配分計画がある。

している。

もデータ る。

(2) 研究体制の一つにスタッフの宿舎間題がある。各試験地にゲストハウス建設計両がある。

Niaouli試験地の場合はCotonou滞在か良い。その場合、家賃は 200,000 CFF / r] 

(=88, 000円）が相場である。家具丁度品など受5い入居者が整える。アパートは少ない0

(3) 車の輸入は100%課税される。またレンタカーは運転手付きである。ガソリン代は150

CFF/ 1 P.、スーパーガソリンは175CFF/1£ である。

5)農業研究所 (SRCV)

Niaouliに所在する本所を訪間した。 Cotonou市より 75km北西にある。途中、キャッサ

バ、オイルパーム、柑橘、パイナップル、各種野菜の栽培が行なわれていた。また、チー

ク林やユーカリ植林も各所で認められた。

所長はDr.Detongon Jean、1904年本所はフランスにより設立された最も古い研究所で

ある。1952年メイズの病害さび病による損害甚大であったことから抵抗性品種育成を行なっ

た。 1962年フランスIRATがメイズの研究協力した。 1977年ベニン政府により、食用作物

研究のため国立センターを設立、フランス技術者との協力を行なった。

本所における研究分野対象作物及びスタッフは次のとおりである。

- 21 -
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日 ハ)るあ 斗，
6

ト・，＇’

る（、収穫は 4~5月と 7~8月である 0

T--11-37の2

4または 5月ま

は農家で

されてし＼る。

年 2回栽培可能であ

試験では1.2t/haで

あるc 価格は200~300CFF/ 1 ある。 germplasmは300系統が保管されている。

病害虫の間題は大きい。特に、カメム サヤノメイ 開花期はアザミウマ類な

殺虫剤による防除が行なわれている。 Decis→+ _¥falathion混合剤ては、 l.5£/ha、

またはlOOcc/15£ 水の割合で散布する。超原体 (ULV)散布も う。散布時期

目は開花期、 2回目は1り日後、第 3回目は第 2回目散布後15日目の 3回実施している 0

また、マメゾウムシなど貯蔵害虫の被害が発生する。

次に、雑草も害虫同様被害が発生する0 雑草防除は手により、播種後10~15日目、 45日

日及び65日目の 3回の除草を行なう。除草剤はわずかに使用されるにすぎない。

品種はJITAで育成されたも である0 中生、晩生品種が栽培される。問題は種子

は収穫できるか、発芽できないので、貯蔵は不可能である。 111'Aより毎年種子が送付さ

れている。 germplasmlOO系統を供試している。病害は比較的小発生であり、害虫類が

主体となり、これらはカウピーの場合と同様である。

(3) 落花生

インドに所在するICRISA'1'(国際熱帯半乾燥作物研究所）よりgerrnplasrn60品種・

系統が送付され、栽培されている。これらは、アブラムシ類により媒介されるモザイクウ
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イ まれている ま と る もある（）

(4) ti月(Dr.Voduki ） 

1967年フランスの!RAT(国際熱帯農業研究所）による さ

現在、、 は2研究員、 5 より成る。 は主に 9甘,、 し_ 

し＼て、 水稲（かんがいによる）、マン ロープ稲（耐塩性） としているc

Zou及びBorg-ou県でも稲栽培が行なわれている。

研究課題は 1)交配育種、品質改良、 2) 3)束起音i去、 4) ファーミング

ステム及び 5)作物保護などがある。現在、 IRRI(国際稲研究所）, lITA (国際熱帯農

業研究所）、 IRTP(国際稲品種検定プログラ WARDA (西アフリカ稲開発協会）

及びフランスによる生態系プログラムとの協力を得ている。

奨励品種はANDYIl (生育期間lJO日、陸稲・水稲として栽培可能）、 ITA22 (120日、

水稲、収量は 8 ただし、農家レベルでは 3~3. 5t/haである）、 ITA222 (120日、

水稲）、 IDSASIS (70日、陸稲）などがある。

陸稲の播種は 5,...,6月、栽植密度は10X30cm、水稲は15X25cmである。施肥はN60・P40尋

K30を使用している。稲作後乾季はかんがい可能地では、野菜・トウモロコシの栽培なと

が行なわれる。また、水田では水稲とティラピア（魚の一種）養殖など行なう地域がある。

病害虫・雑草による被害は甚大であり、毎年30%の減収が予想されている。病害では、

イモチ病の被害が大きい。水稲の300系統を用い、抵抗性スクリーニングを行なっている。

害虫類はメイガの一種 (Chilocalamitis)、 トビメバエ類 (Stalkedeyes fly)、バッタ

類、テントウムシ類、イネノシントメタマバエなどがある。ただし害虫研究者は一人もい

ない。雑草防除はronstar、tamaricなどの除草剤を播種後に第 1回目散布し、計 2回散

布で除草効果があることが認められている。

その他

ベニン国では、 Oueme県に1,500haのかんがい水田が作られたが、洪水地域であるこ

とから稲作は中止している。主に乾季に野菜栽培されている。全国の米生産は1974年には

13,000トンから30,000トンに増産したが、 1988年は3,000トンに下降した。

(5) 地下作物 (Mr.Norbert G. Moroya) 

① キャッサバ

ここでは、育種、栽培、ポストハーベスト技術について研究を実施している（）プラジ
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ルより

シアン

月,12ヶ月及び 2

ー）

当

3型あり，旱期成熟品種をとり

における

きる。ポストハーベストでは、シアン

は8ヶ

ようとしている， l年 6

として食用利用、食用粉として

］日間保管などにつし る。

はgreenleaf mite (ミドリハダニの一種）、 mealybug (コナカイガラムシ、

Zonocerus uarief!atus)、病害ではBacterialleaf blight (白葉枯病）、ふモザイクウイル

ス病などかある海外との協力は、 IITA及びlRATとの共同研究を行なっているc

ヤム

ヤムの栽培 ロおいてヤムの育種、栽培、

利用に関する研究プログラムが実施さ いるc ヤムのローカル品種をZou県において

収集しており、品質の良いヤムを選抜している。ベニ は、ヤムは北部・中央部、

キャッサバと稲は全国にまたがり、ソルガムは北部、 トウモロコシは南部に分かれてい

る。アイボリーコスト国のlDESSAと研究協力を行なっている。

③ トウモロコシ (Ms,Ako med, T拿 A.Massan担当）

160品種を保管している。品種改良ては優良品質に力を人れている。 fRAT、IITA、9

CYMMITなどとの協力のもとに、品種を収集している。南部 4県において、種子増殖

叶画を行なっている。種子は普及所を通じ、農家へ配付する。種子の価格は、種子増殖

では250CFF/l kg、コマーシャルベースでは120CFF/ 1 kgである。

種子は農家による方法で貯蔵される。高さ3.Om、直径 lmの円筒形で竹と椰子の葉で

囲い、その中に種子を貯蔵する。貯蔵害虫による被害は大きく、 30~50%損害と言われる。

貯蔵害虫はコクゾウムシ、コクヌストモドキ類である。立毛では、メイチュウ及びアワノ

メイガ類か主要害虫である。病害は白葉枯籾、 Bacterialleaf streakなどがある。

7)土壌研究所 (CENAP)

本研究所は次の 5研究室より成る。研究評価、上壌肥沃、土壊保全、土壌地図と出版物、

及び士壌化学分析。主なる研究課題は次のとおりである。

(1) 士壊肥沃度の向上；酸性士壊における燐酸肥料の施用法。

(2) 士壌地図；各作物栽培地図、土壌種類などの 1/25JJ、 l / l万の地図を作成している。

しかし、従来の土壌・作物地図を再生する作業も行なっている。
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; 1 ランスのORSTOMlこ

カウピーとト

.、7
~
 

(4) 

なし｝。

(5) 

り、 10cmの深さ

は良いとされる。

(6) 肥料；換金作物のみ使用さ

c
 

7
0
 

、り`

＂ 

ァ
G

；十壊中のミネラ

る＾この他、有機物の利用、

は研究員11

験圃場合わせてl7ha、雨季

-i 
9
.
 

,~J~ 

り、

してし＼る t

)

 

4
/
 

-~l 
しゞ ＼

q
i
^
 

i~ 

゜

には使われてしげよしい

、作業員40名より成る。

る。 1月末日 ったか、圃

場仝体にlmpelatasp. 及びPanicumsp. が繁茂してし＼

海外との協力では、 llTA(研究の一部はIbadanでも

（トーゴー国）及びIBSRAM(タイ国バンコク市）は

って~t Iる）、 ORSTOM、lI¥S

いJヽ

-i 
J
9
5
 

／
 

する。

8)作物保護研究所 (LDC)

本所はポルトノボ市にある。

ランスの援助・協力により開始さ

ている。研究課題を付す。

(1) 昆虫科

① トウモロコシのメイガの発生生態0

② カウピー害虫の化学的防除。

③ 貯穀害虫の防除。

（西ドイツ、フランス、日本などからプレスロイド、有機煉殺虫剤をサンプルとして輸

人した。）

4名、技術員 2名、業務員り名より成る。 lり22年フ

研究組職は技術部として下記の科により構成さ

(2) 病害科

① フザリウム、セルコスポリウム、プッシニア、ピシウムなどの種子病古の殺菌剤処理。

② 作物の抵抗性の検定。

③ ネマトーダの生態と防除、例えば、 トマトのMeloidogynesp.、アマランサスの線
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ど。

~
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~
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3
 

，
~
、

カウピ トウモロコ ソ ム sp. の防除。 1988年~1990年まで

の 2年間のEECとの共同プロジェクトを実施している。雑草はこの他、 Jmpeleta

sp. の生態と防除、除草剤O）スクリーニングを計画している。

(4) IPMプログラム

FAO (UNDP)による共同研究か行なわれており、わずかの供与機材がダンボール箱

6個に納められていた。この共同研究では、 (1)カウピーのメイガの化学的・耕種的防除法

の開発である。殺虫剤は播種後35日目に第 l回目散布、第 2回目は第 1回後 7日目、第 3

回目は第 2回目 7日後の合計 3回の殺虫剤を散布している。ヘクタール当り30,OOOCFA 

の費用を必要とするが今のところ問題はない。次に(2)天敵生物とりわけ 3種の寄生蜂によ

る生物的防除を行なっている。これはスエーデンのIFSとの共同研究もあり、 2年間で

9, ooous $の予算を計上している。天敵生物の維持管理と賃金に充当されている。

(5) その他

Zou及びAbmeyに作物保護研究所の支所があり、 Parakou及び南部 3県を担当してい

る。さらに、 NiaouliとInaにおいても同様の研究活動を行なっている。本研究所は、

Pedology Laborateryの近くに建設中の新研究所棟があり、完成次第ここへ移転する。

現在は各室のプロック壁（鉄骨）があるだけで、工事は中断している。

本研究所の網室の網は破れ、使用した形跡はない。その他殺虫剤保管倉庫、居室、事務

室が本館となっている。

(6) 要求事項

a. 研究所の建設

b. 機材（コンピーター、複写装置）

c. 研究費の援助

d. 技術援助

などの項目にわたる援助の申し入れがあった。

(7) 貯蔵病害虫と鳥害

Agricultued Economic Laboratory (農業経済研究所）の中に食用技術科があり、

食用作物貯蔵病害虫に関する研究を行なっている。
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も著しく、主要なものは、 Plocerus 臼u.elea

びOriseaugendimeの3 る。的確な防除対策は今のところはない（｀

8)国際熱帯農業研究所 CIITA)、作物保健管理部

この部はベナン国のCotonou市から車で約20分のところにあり、ナイジェリアのイバ

ンにあるIITA本部から離れて活動している。ここは、キャッサバの害虫ワタカイガラムン‘

の一種 (Cassavamealy bug)の天敵生物、特にトビコバチ科のEpidinocarsislopezi 

(De Santis)の大量生産と野外放飼を行なう天敵生物増殖研究とその施設がある。

所長はDr.H. R. Herrenであり、生物的防除プロジェクトの責任者である，）ここには30

名の職員が活動している。本研究所は円型の居室と実験室があり、円型研究棟からサテラ

イト式のガラス室（長さ約15m、巾 6m程度）が 5室ある。各ガラス室はエアコン付であ

り、その中で、キャッサバの幼苗管理を特有の方法で行なっているc

直径20cm、長さ 2mの布性円筒型のキャッサバ栽培装罹を設置している。円筒型の中は

スポンジ状のものを充当しており、水耕液か上部から下部へ通り易くなっている0 外側の

布は各所に穴があり、その穴からキャッサバ茎を挿入し、新葉を展開させている。菓が或

る程度大きくなると、先ずワタカイガラムシを放飼する。放飼後20~30日後に本害虫が繁

殖すると全体をビニールで袋状に覆う。その先端にはガラス製で円筒型（直径 5cm、長さ

50cm)の天敵昆虫採取器を取りつけている()

トビコバチ科の有力天敵昆虫を放飼後、 20~30日目に新成虫が羽化しはじめる。新成虫

は一部繁殖用に、他は野外放飼試験に供試されている。最近は、新成虫羽化前期すなわち

蛹期の個体を大量にヘリコプターにより放飼し、防除効果を挙げている。

他の有力な寄生蜂及びテントウムシ類探索のため、担界各地より収集したこれらの天敵

生物を本センターにおいてスクリーニングを開始している。

10)農業研究局における打合わせ

本会は、 1月31日、局長、副局長、土壌・林業関係者など 6名の参加のもとに行なわれ

た。

(1) 本局参加の研究所には研究員が不足している。若しいたとしても訓練が必要である。そ

れを実施するだけの予算はない。

(2) 日本との協力が可能であれば、研究強化計画を行ないたい。

(3) 本局所属の研究予算は農業研究に限れば10億CFFであり、これは給与の 4億CFFが含
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てし＼るし

こ応り 亡う

る

反応、⑤土壌保全のための物理営化学的解明と対策など今後の研究か必要である（）日本の

土壌研究者を講師として派遣要請かあった。

(1PM) として、抵抗性品種、耕種、天敵生物、発生予察、経済的

しし＼。

研究成果に関する

る0 熱研の印刷物の寄贈を希望する。

(7) 家畜研究は予算と研究員が少ないJ 現在、羊と鶏、牧草に関する研究を行なっているc

は2県て：「産しているか、いずれも従来からある方法をとっている、）肉牛は100万頭、

と山羊は200万叫、鶏L200h頭、豚40万頭である。鶏生産のためのモデルファーム

る希望があり、予定地にはCotonou、Parakou、Porto--Novoを挙げている。

し 印刷に係わる日本側の援助か必要であ

一方、病害てはツェツェバエが媒介するトリパノゾーマ症があり、最大の問題である。

羊、山羊、肉牛の下痢、ウイルス病、肺炎などが主要な病害である。家畜衛生は 1名の研

究員のみであるc 家畜衛生強化を希望したい。例えば、 1978年に化学的防除を行なったか、

っていなし＼。

;3. プルキナファソ

l)地勢

(1) 地理的位罹

プルキナファソは北緯10~15゚ に位置し、マリ、ニジェール、ベニン、 トーゴ、ガーナ、

コートジホアルが隣接している。海からl,000~ l, 500km離れている。面積は274,200k血

標高は150~750mである。

(2) 気候

気候は＂＾般に半乾燥気候であり、乾期と雨期が明瞭に分かれている。降雨量は北部で 400

mm、南西部では1,300mmだが、水収支はどこでもマイナスになっている。平均気温は27°~

28℃である。 Mollardの分類によれば、 3つの気候区に分けることができる。

① 南スーダン気候帯：北緯11°30'以南でブルキナファソの東部と西部に現れる。
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では は通常1, によってl,300~ l, 400mmに逹し、 ,:-
,J ~ 

6ヶ月

北スー

は」ヶ月である。

サヘル気候帯：北緯15°

は

、
9
`し

は4ヶ月 、ス》

L 000mmで8月

は；500~BOOmm」tへ行くほ

も多く、

信くなる。 は

3ヶ月以内（降雨日数は40~45日）である。

(3) 植生帯（図—- 5) 

植生に関しては、ほとんどすべての地域が混交林とsavaneboiseeかarboreeのイネ

植物に覆われている。 ＾般に散生しており経済的価値は低く、その中に人間の活動か侵人

している（図 6)。

!'ii!),(I /5. 000. IJ(HJ 

II 50 HIil I :,Okm 

Domaine Sahel ,en 

四 I'・ourrcs t1gres 

にJStcpr,cs arborccs ct arbustives 

Domai ne Soudan ien 

ピ Sarnncsarhorccs ct arbust,v⑯ 

ビ]Savanes boisccs ct arbon'cs 

Domaine Soudano-Guin細 n

四 Savancsboisccs:forcts claircs ct ilots de 
forcts dcnscs sechcs:galcries forestieres. 

図 5 ブルキナファソの植生図
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゜
100 200km 

0 1 5 10 20 30 40 50 ニ ー量瓢瓢'
60 70 80% 

図6 プルキナファソの火入れを受けた面積割合 (1986-1987、衛星データ調査）

①
 

南部では点存する乾燥林や沢沿いの林に閉鎖林の名残をとどめる林を見ることができ

②
 

る。

北部では散存する木本層と短い草本層を持つとげのついた植物のあるステップが見ら

(4) 

れたり、見られなかったりする。

水文状態

水文状態に関しては一般河川の数が少ないことが特徴である。シルバ川、 ゴルキ川、マ

イウ川ともにニジェール川の支流であるが乾季には細い筋状になるにすぎない。その他の

川としてはコモエ川、

る。

レラバ川、バニフィン川、パンジャリ川がベニンとの国境付近にあ

(5) 人口

人口は1980年に約650万人で、人口密度は25人/k面であるが、均ーに住んでいるわけで

はなく北部と東部では 2,.....,5人/k面で中央部では50,.....,60人/k』になっている。年人口増加

率は2.3%、80%以上の人が農業生活をし自家消費用穀物を栽培している。大都市におけ
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る

＼．） 2
 

ヽ
ーし

(Dr. Gunissa 

ナファソ科学技術センタ

熱帯生物生態研究所 (IRBET)、

植物・薬草物質研究所 (IRSN)、

るc 

へい｝ス3とおり

ナエネ

、科学技術情報

資料局 (DIST)などがあり、 CNRCTはこれら各研究所の研究企画及び管理を行なって

いる。 DISTは各研究所の研究成果を出版印刷し、配付している。

CNRCTは次の課題につ＼ 日本大使館を通じ共同研究の要請を行なっ

(1) ファーミングシステム研究

これは巾の広い研究内容を示すものであり、品種改良、 肥料、有機物、

類、動物生産、普及活動を含む一連の研究を行ない、ファーミングシステムの確立を目指

すものであるヘ

(2) 植物、水、士壌の研究

土壌肥沃度改善のため経済的水利用技術開発、耐乾技術の発展を目的とする。肥沃上壌

の維持、かんがい水の経済性などの研究を必要とする。

(3) 作物及び動物の保護

ソルガム、ミレット、メイズなどまた家畜の病害虫防除対策を確立することにより、

産力を改善する。

(4) 水稲及び陸稲栽培技術

天水田栽培が主であり、主に 4品種からなる。低地 (bottom)で育つ稲の栽培法の改

善を目ざす。

(5) 豆類の生産技術

対象作物は落花生 (350品種）、カウピー、大豆の生産増加を目的とする。

(6) 野菜と果樹の生産技術

野菜はレタス、 トマト、オニオン、フレンチビーン、果樹はマンゴーとパパイヤ

性の向上を目指す。

(7) 綿栽培と生産

本課題はプルキナファソにおける重要な研究項目である。育種、虫害、病害、栽培、な

どの研究者の協力により、総合的綿管理を計るものである。

--31 -



ルキナ ヴ〇 INERAに所属している。 はカ

斗
i と り、 4年日

。
ス｝｝＼

 

i

し
[
J
 

はDr.Denis Bouchard (虫害、王にアフリカイネ Jソントメタマバエ担崎） し・.Luc 

Couture (埴物病理、主にパールミレットの露菌病）の 2名であっ fこ本調査心しこ、カナ

ダの管理調整員Mr.J. Jacques Daneauか訪間中であった。

本所における主な研究内容は（］）トマトのネマトーダの一種Meloidogynesp. の生態と防

除 (M,.Sq wadogo Abdoussalam研究員、 Mr尋 KiniHorossan Laurent助手の 2名に

よる担胃)、 (2)パールミレ y 卜及ひソルガムの病害 (Mr.Kho Abdor Rohman6研究員）、

トマトとパールミレットの害虫、特にパールミレットでは、メイ虫Acigonaignotsalis 

い位季における休眼、個体群変動、生態について調査中である。 (,1)ヨトウガの一種、

Heliothis armigera幼虫の大量生産の研究、 フリカイネノシントメタマバエの生態と

防除.f旱生産方法、 (6)貯穀害虫の種類と発生生態などてある。

共著者の一人日高は、数年前からプルキナファソの本所より、タマバエ研究の指導を依

頼されていたc, ようやく実現したわけである。 Dr.Bouchardはカウンタ←-I、ートと

共にタマバエの水田における 天敵生物、マスプロダクションに関す心飢究を実

施中であ--, マスプロでは、 l又0.6 X]. 5m (高さ）の木製の網箱を用意し、底は厚手

ナイロンフィルムを敷きそこに水を張り湿度を保つ装置になっている。更に、箱の中と稲

葉全体に水を間喜する装置を考案していた。テストした結果、噴霧の改良が必要であったG

タマバエ産卵後、高湿度に保てばふ化率を90%以上確保できるためである。

タマバエに関する今後の研究方針として、総合的害虫管理を実施する。そのためには、

乾季におけるタマバエの発生源となる野生寄七植物の調査と発生生態、乾．雨季における

タマバエ発生差巽、タマバエ抵抗性品種のスクリーニング、天敵生物の有効性把握など研

究による解明が必要である。

なお、日高は本所において「イネシントメタマバエの生態と防除」に関する講演を行なっ

た。

0 水田視察

ボボデュアラッソ市より西へ50kmのValleedu Kouに、水田l,OOOhaが10年前より開か

れている。ここは「かんかい施設」が発達しているため、乾季でも十分に移植ができる状
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INERA してしヽ るか,SARACOB八 Research

水稲 4

に使っている。 9よ1

5%粒剤を 2~3

り150CFAてある。

してし＼る。

使用する る。

苗代は発芽後24日目の苗を移植する。収量はモミ 4~5 ある。水田に

機物も投人している。 Deris剤の施用は種子処理したり、水田を巡回し、移植後10~15日

目に l/ 2回散布する。

かんかい水路には殷富な水が流れており、

時では、 一部移植した水田かみら

き巾の水田もあっ

5)砂糖工場・研究所 (Mr.Duologueme主任）

ポデュアラッソより南へ50kmのバンフォラに所在している 3 敷地10,ODOhaあり、その

ることが伺えたぐ

あった。 よる

うち、 4,OOOhaはサトウキビ杖培畑、 6,OOOhaは事務所、工場、職員住宅なとに充当さ

いる。この地は、 l月から 9月末日までにl,000mmの降雨があり、サトウキビの生育には十

ある。ここは乾予；こはスプリンクラー及びセントラルピポット (CP)によるかんかい

っており、さらにl,000mmの水が必要とされている。これは近くの河水を利用し、水

路を通してかんがいするシステムになっている。

スプリンクラ一方式では、 500X 500mのほ場に]8 X 18mの間かくにセットとして給水す

ると、合計10日間を経過する。ここでは、水圧、散水の不連続性、スプリンクラー資材な

どで問題が多い。

一方、セントラルピポット方式ではサークルフィールド16ヵ所、五十80haをカバーしてい

る。回転スピードは調整できる上、 :人で操作できる。自動的で十分にかんがいし、有効

な量の水を散布する利点かある。問題点は土地を平面にすることである。 500X500mは1台

のCPで十分である。乾季中は、 2つの断水池（各々600万州の水量）から給水している。現

在、 38万rrfの貯水池を建設中である。サトウキビの生産量は70t/ha、砂糖は 7t/haであ

る。

病害虫対策

病害では、サトウキビの心枯れ病（シャルボン）があり、その抵抗性品種として、 R570、
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PR1007 、 COG41 〗、 RAGN COIOOl 、 B~46~ M-31-

Q--75な るC, そのほか、 leaf
,., 
且atoon るっ

るStalk る。経済的被害水準は

,..._, 6節のサトウキビに10%の被害を設定している 0 農薬は一さい使用せず、アリによる

卵の捕食、ヤドリバエ及びクモ類利用による害虫駆除を行なっている，：）次に、コガネムシ

の発生は多く、 22,000幼虫//haの生息密度である。雨季には成虫が発生するのでDicis

(Basine)を散布すふ幼虫に対しては、耕すときDiphonate、Hehなど土壌施用する。

防除対策として、クモの4重の増殖を叶画している、）

本所に対する予算0)80%はプルキナファソ政府、、 8%はフランスの工場、 8%はコート

ジボワール、 4%は特殊個人企業によっている。職員はl,900人、非常勤は11月~4月にか

けて3,000人（農民）である。また、研究員は合計40名である J 作物部、総務部、工場より

なり、作物部は実験科と研究科（作物保護は本科に属する）に分かれる。

H) ファラコバ農業試験場 (Dr.Assini Salawis所長）

ボデュアラッソにより 15km南に所在する。 INERAに所属し、全国に 7試験地がある。

本試験場はprinipaJstationである。研究員は30名、 FAQ、IRAT(フランス）などの協

力を得ている。作業員は100名に達する。本試験地は 8研究課題があり次のとおりである。

(1) クロッピングシステム かんがい地域で稲とカウピーの栽培、この国の中央部では、野

菜をとり人れている。しかし、野菜は雨季の生産は病害虫により極めて低いため、主に乾

季に栽培する。雨季は穀類栽培が主体となる。

(2) 水・肥料・機械 作物栽培と水収支と水管理、施肥法、機械化などを検討している。

(3) ソルガム、ミレット、メイズ 雨季の主要作物である。生産性の向上、多収栽培法の検

討を行なっている。

(4) 稲 水稲、陸稲を対象とする。水稲栽培は一部では成功しているが、かんかい水の確保

が重要となるc

(5) 綿 この国の主要作物として取扱われており、輸出用作物である。

(6) 畜産 トリパノゾーマ症などの病害があり、生産性は低い。耐病性牛の検討を行なって

いる。

(7) 野菜と果樹 野菜は(1)で述べたとおりである。果樹は乾燥と酸性士壊に強いマンゴーが

主体である。
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(8) 
,c 
）。

これら

(9) 虫害

稲の重要害虫はアフリカイネノンントメタマハエ、メイチュウ類はChilo

Chilo diffilineus、iVIaliarphasp.、Sesamiacalamitisなとがあるc 防除法とし、、

・ 植物病理令 と している。

先ず経済的被害水準はメイチュウ類ては 5%被害茎率、 1%白穂発生を目途にしている。

ほ場におけるサンプリングは、農民の協力を得て、 1ヵ所20株抽出し, l週間に10ヵ所の

水田を調査、計100ヵ所の水田を調べるc 全体でlOOhaをカパーしている（）農薬は主に

Carbofuran 5 %粒剤を使用する()

次に、 1982年よりIITA及びIRRIの協力の元に、水稲100品種の抵抗性スクリーニング

を行ない、 Ptb21、Ptbl8、Siamの各品種はタマバエ、メイチュウ類に抵抗性が認めら

れた。しかし、網室における抵抗性検定を実施したいが、未だその施設はない0 トビメパ

工Diopsissp. はIITAより抵抗性系統を導人している。

タマバエの天敵生物はPlatygasterdiplosisae (クロタマゴバチ科）及びTetrastichus 

pachydiplosisaeの2種が重要である。野生寄生植物である野生稲はOryzoberthi、Oryz-

aspの 2種、イネ科雑草はPaspalumscrobiculatum及びP.polystachiumの 2種が知

られている。これらの天敵生物の生態学的研究は開始されたばかりである。

以上のほかに、昆虫発生調査用のlighttrapを必要とすることが言われた。本試験地に

は昆虫研究員 5名からなる。 Mr.Narco Souleymane、Dr.Dailoijo Dona、Dr.Tou 

Fadoua Malich (副所長）の 3名に面接した。 Dr.Donaは1989年西卜‘イツのIPM会議、

1984年ニジェールのIPM会議に参加し、発表している。

(10) 病害

ミレットではDawnymildew、Sclerosporagraminicolaが3年前より発生した。 1988

年 1月、 ICRISATの品種はすべて感受性であった。ブルキナファソの品種から耐性のも

のが発見されたので育種に取り人れた。殺菌剤はApron50%は効果的である。その他Smut

disease黒穂病の一種が少発生する。

ソルガムではleafanthracnose、Collelotrichumgraminicolaが発生し収量が減少す

る。 grayleaf spot、Cercosporasorghi、Sootystrip、Ramulisporasorghiなどが

発生し被害を与える。これら病害の研究は、 epidemiologyの解明、収量査定、ほ場にお
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4. ナイジェリア

国際熱帯農業研究所 A)の稲研究プログラム (RRP) John A. Lowe部長の

要請により、 したも
。

ス～｝

ロクラムは、コートジボワー フリカ稲開発研究組織 (WARDA)へ

ほぽ決っていた。 RRPの最重要研究課題はうアフリカイネノシントメタマバエ

であり、筆者の一人日高が、東南アジアのイネノシン

トメタマバエ (ASRGM)に関する研究実績のあるところから、関連コメントを得ようと

言うねらいがあっ

は明らかである。

ここでは、 15名の昆虫研究者が活躍している。 ARGMの生物的防除研究のほかに、抵抗

ARGlvIはASRGMとは別種であるが、両種の地理的隔離による発生

性品種の検定及び抵抗性系統のジャームプラズムの保管を実施しているc この外に、昆虫関

は抵抗性、キャッサバのグリーンスパイダーマイト抵抗性品種などの研究

が盛んであるc しかし、これらの研究はアフリカでは小規模に行なわれているに過ぎない。

また、 JICAでは10年前から、ナイジェリアの南部アナンブラに5,OOOhaの水田を開発し

が、 ARGMの被害が著しいため、現在、抵抗性検定を行なっている。

ARGM抵抗性品種の育成についてはMr.Mark D. Winslowが担当している。 IRRI及び

WARDAて育成中の耐虫性品種Siam、Ptb29など、またインドのSbakいほかを導入、現地

の耐性品種と交配試験中である。未だ耐虫性系統はできていなかったが、供試系統は5,000

以上に及んでいる。これらの中から、優れた耐虫性系統が選抜されることが期待される。

WARDAへの移転がある中で、この育種部門はそのままIbadanへ残る考えもあると言う。

次に、 IITAではARGJ¥J研究のためResearchfollowを求めていたので、 Dr.Loweに対

し、フィリピン大学農学部で学位を得たDr.R. C. Joshiを推せんした。 Dr.Joshiはインド

のマドラス大学出身で、イネノシントメタマバエの研究実績があるためである。
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1)海外自

ケンド川チャタムに所在する（）ロンドンより

(TDRI)、飛鐙研究所 (LRDC)など

よりチャタムヘの移転が開始された。 1989年秋まて

その内100~150名が海外へ長期 (2~10年）・短期 (2ヵ月）派遣さ

帯の発展途上国であり、 1987年には56ヵ国で技術協力が実施されている。

漁業、衛生関係である。

は限ら ため、病古虫分野の研究協力活動につし つ

(1) 間題となったサバクトビバッタの発生機構の解明はMs。』 Penderがセネガルにおし 1て

実施した。特に、バッタ発生．予察のため、リモートセンシングし気象予報（風向など）、

サテライトによる降雨パターン ータから総合的判断してし＼る。 FAOとDr.B.

Kingはバッタの繁殖地において、ランドサットデータ解析を共同で行なった。バッタは

1987年のような乾ばつ年よりも、 1988年の雨年において大発生する。 1988年10月には中国、

西インド、スペイン、イタリアなどにバッタが侵入している。

(2) トビイロウンカ、アワヨトウをレーダーによる飛行追跡テストをフィリピン CIRRI)

と中国（北部）において打なっている。

(3) 綿の害虫、ワタゾウムシの・｀屯種はブラジルからパラグアイヘl980年に侵入したのリモセ

ンによる綿栽培のマッピング、土壌、栽培状況、収穫など調査し、パラグアイとブラジル

の国境で侵人飛来状況を調査している。

(4) Dr. l'vl. Biggerにより、下記のとおりの害虫研究について紹介があった。

西アフリカにおけるタバコガの生物地理学的研究

② 西アフリカ、サヘル地域におけるサバクトビバッタの分類、生態については1930年以

来他年多数のデータが山積している。現在、 FAOが中心となり、バッタの生理生態学的

研究を総括している。

③ アフリカに産する白アリの分類を英国博物館と共同で行なっている。

④ ジンバプエではツェツェバエの生態学、大規模防除法、殺虫剤散布法など検討中であ

る。

⑤ フィラリア病とその媒介虫の発生シミュレイションの研究

- 37 -



b(nvl wonnりクアカミムシの フェロモンな つ

てし＼る"これはエジプト、ルワング、インド、マリ、パキスタンにおいて実施中である。

マリ国におけるミレットの害虫凋査及びバッタ類の発生実態調査G

ト｀ミニカ国におけるバナナ、マンゴー等果樹害虫の生態学的研究。

⑨ ジャマイカ、カウピー研究所における害虫の共同研究

⑩ パキスタンにおける綿害虫の総合的害虫管理

⑪ ブータン国における作物保護、特にトビイロウンカ る殺虫剤効果検定。標高300

m~・ 乙,OOOmの間にあるかんがい水田、 35,600haの害虫問題が大きい。メイズ (59,000

ha)、カウピーの害虫対策を検討している。

タンザニア、ガーナにおけるカシュウナッツ、コーヒー、ココナツなどの害虫調査3

ココナツの花粉媒介虫の利用及び［要害虫であるコナカイガラムシの発生と防除につい

て研究を行なっている。

トレイニングコースとして、農薬及びその散布機械、貯穀害虫など英国において実施

している。

⑭ 総合的害虫管理 (IPM)を英国のImperial大学において行なっている。対象害虫はタ

バココナジラミ、キャッサバのコナカイガラムシ、ハスモンヨトウなどである。

(5) データベース (Ms皇 AnneWard) 

資料科に所属するが、病害虫の発生、被害、収量等の関係解析を行なっている。例えば

各種ウィルス病、アワヨトウ（穀類）、アフリカヨトウ、サバクトビバッタ、豆類害虫、

等を対象として、ケニア、タンザニアの場合のデータベースを作成している。また、水稲

の苗代の害虫に関する377の文献からデータベースが作成された。

(6) レーダー昆虫学 (Dr.Don Raynoulds) 

昆虫の移動追跡調査にレーダーを使う研究はアフリカヨトウ、 Spodopteraexempta 

で詳しく調べられた。また、フィリピンのIRRIと中国（南京）においてトビイロウンカ

を追跡した。 1973年マリ国において、 Dr.Rilyらがサバクトビバッタの大飛行をレーダー

に収めるなど業績は優れている。ここはオーストラリアCSIROと協力して、中国北部に

おけるアワヨトウの移動をレーダーで追跡調査した。

(7) 個体群変動モデル (Dr.Holt. J.) 

フィリピンのIRRIにおけるトビイロウンカ、インドのヨトウガHeliothissp.、中国南
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日
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ー'
、

らザイール林業の概況説明

テン （植物学）とムレフ （林学）から

ま

した。

ムカアイ

（大統領直属研究所）

ら概要説明を受け、 ーし

とマイクロコンピュータ画像処理システ

・整備部森林調査課

ザイール林業政策の文献を収集し

2)ナイジェリア

ーE
 

~
~
~
，
 ー

~
~
~
 

武下特別アシスタントから林業事情の概要説明を受け

国際熱帯農業研究所

マメ科木本 Leucaenaleucocephalaなどを利用した

概要説明を受け、試験地を視察し

3) ベニン

(l) 農業研究局（地域開発・協力活動省）

スーデ局長から概況と組織の説明を受けた。

(2) 農業研究局林業研究部

ヤクブ部長、林業技術科長からベニンの森林概況と研究状況、

し、

Cropping農耕ンステムの

・協力要望事項

などを聞き、意見交換を行った。日本との共同研究要望課題は、アグロフォレストリー、

天然林管理法、リモートセンシング、苗畑管理法、炭化技術などであっ
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5)英国

(1) 海外自然資源聞発研究所

し

ャタム）

アフリカ

から両像判続、

し

としたリモートセンシング技術の利用研究状況を調査し

ジタル解析、地理情報システムなどによる成果の訛明

2' 林業分野における

l)ザイール

(1) ヤンガンビ

国立農業研究所 INERA 

と対応者

Institut National pour「 Etudeet la Recherche 

- 41 -



Service d'Appui a la Recherche 

植物学・林学研究室

テンチュラ TENTULA 

林学技官

ムレフ氏 JV1UREFU 

(2) キンシャサ

大統領研究局 自然資源局

Service Presidentiel d' 

人工衛星地球観測研究所 ERTS 

Etude Recherche Terrestres a par Satellite 

部長 ムカディ博士（教授）

Kankonde MUKADI 

技官エティナ氏

ムブユ氏

環境省

Cit. ETINA, 

Cit. MUBUYU 

Departement d'Environnement 

常設森林調査・整備部 SPIAF 

des Res sources N aturelles 

Service Permanent d'Inventaire et d'Amenagement Forestiers 

部 長イパラカ氏

Cit. IP ARAKA 

森林調査課長 ノプシナパ氏

Cit. NOBUSINAPA 

2)ベニン

コトヌー

地域開発・協力活動省 MDRC 研究局

Ministere du Developpement Rural et de I'Action Cooperative 

林業研究部 URF 

Unite de Recherche Forestiere 
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長ヤク

YACOUBU Zenabou 

技術科長ドス氏

木

DOSSOU Simeon Tounde 

科長 Iヽ 、ドッ

BADOUSSI Thoophile 

アグロフォレストリ科長 ダドゥオノン氏

DAH--DOUONON Je am 

地域開発・協力活動省 水資源・森林・狩猟管理局

MDRC/Direction des Eaux Forets et Chasses 

リモートセンシング森林被覆調査センター CN. NA. TEL 

Centre National de Teledetection et de Surveillance du Couvert Fores tier 

所長ママ氏 MAMAVincent Joseph 

:nブルキナファソ

高等専門教育・科学研究省

Ministere des Enseignements Secondaire, Superieur et de la Recherche 

Scientifique 

熱帯生物生態研究所 CNRST-IRBET 

Institute de Recherche en Biologie et Ecologie Tropicale 

ボンクング博士 Dr. BONKOUNGOU 

近隣諸国共同リモートセンシングセンター CRTO 

Centre Regional de Teledetection 

所長オキオ博士 LeonOKIO 

トレーニング部長 オカング博士

Joseph P. OKANG 

(2) ボボディウラソ

プロバンス環境・観光局

Station Provenciale de I'Environnement et du Tourisme 

局長サンブ氏 CoulibalySA MBOU 
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よう。また、 と ち
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りまと

ス
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]〗\0 とし'NEPの

()) さ
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た、クロー Jゞ

な

らみてみるc ま

ニタリングシステム

1- ,- _.,. ..,. 
,~ ふ-:,Cし1,:;:i 0 

~
~
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ヽ

る。本報告書で後述する

によ

4ヶ月以内。樹種相は非常に豊富で、下層植生の相観も

し
J に大別される。

a. 

年降水量1600mm以上で、 は2ヶ月以内。上層部の大部分は乾季にも葉を落とさな

し＼。 は最上屈とそれに次ぐ高さの材木は58科135種みられる。ただし、大

上壌の腐食層は常に比較的浅い。

b ゚

、1350~1GOOmrn、 は3~4ヶ月。最上層木の人部分が乾季中に、一定期間

ニレ科の樹木が多い。

②
 

ァ→ リカでは目下、乾燥林は熱帯材の国際貿易上重要な森林ではないか、約一世紀

はヨーロッパヘのマホガニー（アカジュー）材の供給地であった西インド諸島の後を

アカジュー senegalensis)を輸出してい
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a ・

マメ科とA

b. 疎林

マメ科の疎林

Brachystegia属、 ミオン

Baikiaea属の疎林

の疎林

モパニ

!sobernia属と

(2) 

"a ～
 

9
]
 

部落から :5~lOkm程の地域の森林の一部の高木を伐採し、 1-
り、

れを行う。最初の雨を待ってマニオック（キャッサバ）を植える（）巳0年目頃・---

出来上かり、その後数十年くらいの間に原生林の様相をおびるようになるc

② 保存林

天然林の保護あるいは有用樹種の補充等を行う森林。アフリカ大陸の熱帯林に関して、

196G年スウェーデンのウプサラで開かれた熱帯アフリカ植物区系分類学会総会に際して、

様々な理由でその保護が利益をもたらすはずの植生について、関係諸国元首にとるべき

施業の方向を示すため、各国の植物郡系に関する実態調査報告書が提出されている。

2)育林

海外の森林管理を担当するフランス政府の森林局が1925年から1930年まてに大半のフラ

ンス系アフリカ諸国に設立され、それらが国家の独立なとによって改組されたものが現在

も残って各国の森林管理にあたっている。

森林を管理し、経営的に利用しようとすると、製材や木材利用の立場から樹種数の既富

なことは、かえって災いすることになる。しかし、温帯林のように皆伐施業を行うと極め

て大きな生態系の破壊につながり、森林の再生が極めて困難になる。そこで、いくつかの

森林の優良林化（経済林化）法が考えられている。

(1) 天然更新による優良林化

この方法は、優良樹種の下植ならびに天然林の林冠の下で育つ幼樹の成長を助成するこ
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とを目的としている C アフリカ

イールにおげる

そ

、ま し、

という例がしばしば見られる。

a. アルチノー

アフリカのフラン

U
J
 

ー

U

して、これまでに1恙々

コートジボアールにおけ

Shelter wood System) もl

り開く。

り も

})'オープレブィル方式（短冊型作業法）

1932年以降コートジボアールで盛んに行われてき

り輻の狭い、伐り残し帯（アンデン）を交互に

木はアンデンの方に倒すっ

3)農業と森林の係わり

サハラ砂漠以南の森林資源は農業環境と密接な関係を持ち、、

りに費用がかかりすぎる

るも

-

）

 

9
,
・
'
 

イジェリアで

f
¥
 

ヽ
~
｝

↓
ー
~

と

キ
U

斤ぐ}

ーし

しのだう

そ、と

り

めて深い。この地域では森林資源の消失と退化が大きな社会問題となっている。

の退化は次の二種類に大別することかできる。

{ 1 J 木材の切り出しと、燃料材以外の林産物の採取による質的退化；製材用材、ベニヤ用材

の伐採

(2) サバンナ地帯の燃料材採取による質的退化；人口増加及び放牧に起因する移動耕作地や

牧野の火人れ

特に、西アフリカでの散生林中の木材採取は深刻な影響が予測され、火入れの悪影響が

強まり、燃料材や建築用材用資源が減少し、また飼料供給量が低下する。また、移動耕作

は主に湿潤ないし半湿潤地域で実行されている。移動耕作は、アフリカでは大量の食料生

つしゃり、西アフリカが他のアフリカ地域よりも多い。移動耕作は近代技術を全く

知らない人々から一部商業化された農民まで広く実行されている。一般的な移動耕作での

耕作期間と休閑期間を表 2に示す。なお、耕作による土地の生産力低下は20から60%とい
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し＼る

4) FAOにおけるアフリカ

(l) 

□ ¥0と
とし

6月ま

トウモロニ

ニタリ

ぐ
／～ぃ

、9
-・'1  B~ 

このプロジェクトは

そしてアフリカ、執帯アメリカ、

システム の一

さ汀、 !B8J

としたレポート

、-・

アフリカ36ヶ国を対象とし

ている

てし＼る'.,

されている

はこ さ も

C'. 用いら

る()

ータの収集

a. ヨーロッパの研究所を訪問。特に植生研究と

い森林の状況が大きく変化しているいくつかの国の森林、土地利用、

する国立機関を訪ねこまたFAOO)RO(Regional off忙e)でも種々の情報を収集し

（“、. 植生状況の変化の大きな国の植生判読のために衛星画像を収集し

d. 対象国に対して質問表を送付して回収するとともに森林資源に関する資料送付を依顧

した。

判読及び統合化

a. 収集した衛星画像を判読し

b. 各国共通の森林型分類項目にもと

に把握し、基礎資料とし

＼ 
-, グ^

し、 ごと とその動向
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a芍 ピ合i詞 7J'り ...J;,<//''2: ・ロ立l国別（／）レポー 9しみi～ 

b, 地域的 りまとが）て「「つ

(2) 

よる熱帯林資源調査に ける ようにし

最近のデータの少ない国の実量10%以下のラン

既存の図面や資料のチェック よ し

立
,

9

 

-

)

 

;
~
~
~
 

＼、

ょ 困難性な ら縮尺JOO万分の lO)バンド 5と7の白 よびl¥ン

ド4、り、 7による通常のカラー 頼らざる 力＼っ またこの作業の

めにリモートセンシングの専門家かプロジェクトに加わっ

データの選択にあたってはFAOのリモートセンシン の協力のもとにマイクロ

フィッシュによるリスト とハント］の画像のマイクロフィルム ータ と

の分布状況の確認を行ったc

森林面積は 5mm間隔のドソトグリット板を用いてドット ることで計測した。そ

の際カラー合成画像とバンド 5または 7をステレオスコープを使って同時に観測して利用

した。なお、国境や川、主要道路などはあらかじめ描き人れておい

衛星画像を用いた森林型判読として次の区分か行われた。

① うっ閉林／森林・草地混在

② 農耕で利用されていない森林／農耕で利用されている森林

その他の区分、例えば「森林ー草地」と「林」、「森林一灌木lなとの詳細な区分は利用

可能な写真地図や文献資料で補完したぐマングローブと広いスワンプは衛星両像上て判読

できた。生産林と非生産林など衛星両像上では判読不可能な区分に関しては、他の資料て

推定した。

この方法は後に他の研究でも用いられるようになっている。また、この成果は熱帯林に

関する多くの文献に引用されていると 地球レベルでの環境保全プロジェクト等の発

足の必要性を示す資料としても高い評価を受けている。

先にも述べたように本報告書でもこのデータがベースになっているものが多い0 また、

森林型の記号は断りのない限りこのFAQ方式によるものである（表 3)。
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（） 

る；つ

く方がよいであろう。

らほとんど培加していなし）。

山岳林また国立公園

マングローブ林、山岳林の割合はそ

、0.3%、7.7 る。なお 7つの国立公園の総面積は802.6万haである。

4 

(a) 1980年末、推定

NHCfluv NHcr1 uc NHCf"'1 Nl!Cf2r NJIC「2 NllCf NHCa 

『;fl7.l0 岱り HI賢0 う6RO 2ぅ531) 10りB50 78()() 

nH 

11り00

NI J 13fl UV Nlll3fl "JHllfJ (u) Nf!Bf21 NJIBf2r 

N. f N. a 

105750 7800 

(b) 1985年末、推定

□1-130し0" JI 』

(80〕 (10) (90) (8()) (E) 

N. fluv N. flue N. fl (11) N. f21 N. f N. a 

78805 llり 79220 l!lH20 l0,18/40 8り50
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ロバンスごと

期間平均

また、

ロ

もとに、

は表 5())ようにまとめること

てし＼，立ぐ

している。

1%とし と

5ヽ
（ 

る
弐`

表 5 l 

_..... ---. . ・・・- -- -・ 

コード
ー→ → 一 """一ー ，..... . 心・ ...... - . . • -・-- -・・・・・-・....・・-・ -

高密度林（竹林含む） N. f. lOり'、150

非うっ閉他 ＼ 71840 

灌木林 nH 11300 

休閑林地 NHCa 18400 

農地 5120 

草地 14350 
--"~. .. —_., ——-- ------------- -・- ------—ー一→一―― ---・--------・—- ・・・- -"·-·-----←上—._______ -→ ---- ----・ —•—-— ----ー・..____← -—--呵-----

226760 

(2) 立木材積

立木材積に関する信頼できる情報は極めて少なく、 Equateur州と

れた報告が主なものである。

これらの報告をもとに他の地域の林分を推定したものを表 6に示す。

表 6 立木材積（百万m〗

(a) 1980年、推定

YOB 

NHCf l UV 

VAC 

NHCf 1 UC 

VOB 

NHCf2 

VOB 

NHc/NHO 1 

VOB VAC 

m~ ロニI口haI~~: I ci:,,: 叫・:・:"I□□ I~:: I 面ti~::t1ロニl
(b) 1985年、推定

・・1 
NHCf 1 UV f NHCf 1 UV I NHCf 1 

. I ----・・- , - --

VOB I VACI VOB I VOB 

19710 I 1183 qJ 
t
1
 

NHCf2 

19789 

VOB 

3319 

I l 
NHCf NHc/NHO 1 

--- -L 
I --~--ロ------」

VOB VOB I VAC 

23108 
I 

1455 I 11s 
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OOOha、農業以外を:tな仕事とする

OOOh11となってし＼る。

10,000 

じう はほとんどか国有林て

あった。生産林は189,OOOhaて528,OOOhaが計画中であった。そのうち250,OOOhaは

OOOliaは灌木サバンナまたは非うっ閉林で虎

ザイール共和国は自然保護にも力を入れており、独立以前に 3つの国立公園、ビルン

(80り 9万ha)、ラ・ガランバ (49.2万ha)、ルペンバ (117.33万ha)が設けられてし＼た。

1970年以降さらに 1つの国立公園が開設されている。ラ・サロンガ (365.6万ha)、ラ・

マイコ (108.3万ha)、カウジ・ビエガ (60万ha)、クンデルング (22万ha)がそれであ

るu これらの公園の中にり39万haに及ぶ密林が含まれ、そのうち60%かラ・サロンガ公園

にある（）

また狩猟保護区も別に されている。

(5) 森林管理

1960年には林業的施業や菅理図の作成が行われ、高度林業管理区域の面積は67万り千

haの保存林を含む約125万haに及んだのそのうち主な地域はBas--ZaireのMayumbe地

区である。管理方法は次のようなものであっ

— フランス式列状施業で、 ha当たり50本、 250可を生産する
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バナナの

る

さを充実さ ァ
Q

INER八の前身であるINEACでもハナナの

いる。固定試験地の設定なとはSPIAFが行っている。

(6) 森林開発

森林開発による原木輸出は1

ってし＼ は中止して

まっている Q

特に Mayumbeでは多く

の伐採も進行し

原木輸出量は193[年に8透 100トンであっ

には Mayumbeから 6万nf(約80%)の原木か搬出さ

Karnbara (Chlorophora cxcelsa) か約 10%、残り 10.% 

000トンに達し

Limbaが約80,%を占め、

Ngulu rnとiZa

と厄り、

I! 沿し＼

diderrichi)、Entandrophragmaspp_なとで占めている。

第二次世界大戦後、森林間発及び原木伐採は増加を続けている。 1956年と 1957年には

81. 3万吋、 82.8万rrfとなっている。 Limbaは相変わらず伐採量、輸出量ともに最も多く、

50年間で材積で55~60%、材価で65~70%を占めているc

1961年から1965年の平均では伐採量は46會 l万可と推定されている。 Bas-Zaire、特に

Mayumbeは総生産量が多いがしだいに割合は減少し、 50%を切るようになってきた。開

発は1973年の56万 5千可をピークに1975年33.4万nf、1976年27.2万m¥1977年30.3万吋と

なっている。（ただし、これらの数字は疑いもなく実際よりも低い値と言われている。）

単位面積 (ha)当たりの伐出材積は開発対象林によって異なる()もしもha当たり丸太

材積が平均25~35可が伐出可能としても、それだけ実際に伐出てきない。これまでに開発

対象となっていたMayumbeでの実績ではha当たり、 6~IOrri汀こすぎない。内陸地の開

発 (shiforzal,forescomなど）でha当たり 12~22州である，）仮に、未開発密林からの伐

採量をha当たり平均15rrflすると、年間伐採面積は単純に計算して約 2万～ ：1万haのオー

ダーになっていることになる 0

約6000万haの密林が経済的に開発可能と五われているか、輸送手段や伐採手段や排水

設備の不足から、十分に利用されていない。主な森林開発地を次に示す。（図 7)
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8 森林開発による森林伐採面積 (1975~198i, 単位ha)

外'i/年 1975 1976 Jt;r戸,1·~/ 1978 1979 1980 1981 
ヘ・~ ~ 

BAS-ZAIRE 33. 099 19.536 22,50() 団り01 26 812 '.l8. 07り 2:l.8Hl 

BANDUDU ',C • 0cury0 9 19. 16.838 l8. l79 18. 021 32 221 42會 134
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HAじT-ZAIRE 8. 213 11. 924 6. 910 5.510 8. 717 6.400 16.036 

3. 045 2. 976 1 905 1. 500 4の 739 6. 787 

SHABA 7,446 9. 165 l. 000 1. 000 

KASAI-OCCID. 652 1. 850 l. 380 4. 398 

KASAI-ORIENT. 225 180 780 

合 計 65. 814 76. 109 72. 319 87. 313 64. 361 84.312 108. り05
I 

9 年平均森林伐採面積（千ha)
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(7) 

きしヽ。 l に低下の後、 197fi

~l 

8に見られるように

け、 1980年と 1981年には再 下したC) 、さらに1982 らは

増加傾向にあり、初め 州のレベルを越えた。これは50%のシェアを占める企

によるものである c

は1969年に最高でH176年に最低であっ ほどその変動は大きくない。

表11 と輸出 (1974~1984、nf)

丸A2-0;IO,1.~.H ~::.8~ • 7H1 ，1 I i2::l197-G7:5 :22:1 1 I l28:1:冗91:15:811:I II 11 1):21:10.I11171 '/ ll5100―.7::ll8 O-O1: ! I l:,11::19o79 :oou:1 j I t3,2,10:5080 0:: 00 U:15:008.1 :ll110:I ! <l1  l.81(11:11J:8.2 O>OOI 3(11.IJOO 
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図8 木材生産と輸出量の動き (1987~1984)
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その他には次の樹種が含まれる： Ceiba pentandra, Bombax flarnmeum, Entanclrophragma spp, , 
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(al 1080年末

「------・ー・・・--・

I カテゴリー

！ 

~ 
(b) 1985年末、推定

カテゴリー

企業以外の造林面積（千ha)

81-85176-80171-75166-70156-65146--55146以前ITotal I 
0-5 I 5-10 11・・15116-20 21-3013)--40 >40 

P .. l==PHH2 I Eucalyptus spp. L 71。,1 I 0, 2 I 2, 5 I。,6 I―□― I 5. 2 

表14 1980年末までの推定植林面積

(9) 天然林の将来予測

「ザイールの林業活動」の中で次のように予測されている。

• Mayumbe ：植民地化以来伐採が続けられ、すでに重要な森林は開発された。新

しい大製材所や開発は年々規制されている。

• Mai-Ndombe: 現在森林開発が進められている。河川に沿って林業会社が集中し、

新しい製材所建設が見込まれている。

• 中央盆地：ほとんど手をつけられていない、可能性は極めて高い。年間2870万rrf

の丸太か伐採可能

• その他（中央盆地周辺）：一般に立木密度は低く、散在し、開発困難である。

2)海外からの援助

海外からの援助は国際機関や、援助協力国から多方面に渡って受けており、直接、間接

に農林業に関わるものも多い。主な援助協力国としては、オランダ、ベルギー、カナダ、
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米国、フランス、イタリア、日本な る。国際機関としては、世界銀行、 FAO、

ONUDI、UNICEF、C.E.E.、アフリカ開発銀行な ら援助を受けている。森林への

直接援助としてはFAOの援助が最も大きく約49万卜‘ルとなっている (1984年現在）。

3)研究

ザイールでは農林業研究は主にINERAや国家農業プログラムで行われ、その他に企業

や農業プロジェクト、高等教育庁や大学で行われるものかある。

(1) 国立農業研究所 (INERA)

これは1933年に設立されたINEAC(ベルギーコンゴ領国立農業研究所）が前身となっ

ている。 1970年にINEACは改組され、 INERAが研究を継承した。当初は大統領監督下

に置かれ、農務省 (1974~ 1982)、科学研究省 (1982)、次いで1983年から高等教育脅大学

魯科学研究省に管轄が移っている。研究所の位置を図 9に示す。
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ヤンガン はり年間の研修で植物学、動物学、、農業化学、 ート譲

し、ルプンバシの獣医学部では 6年間の研修て獣医

とし＼われる。

ま り心） と4

八 lレベルの技術者となる。

b. 中等教育

全囚にある l24の農業専門学校

3
 

で 6年間の教育を受けた者

した場合は

2レベ 4
 

aレベルの技術者とパる 3

c さ

いてート記のが足が問題となっている()

試験地

（ヤ

（特に

ンピとベンガミ

と意欲 る）

ロクラムとの共同研究体制

--GO --



PNR ロジェクトでは、 された技術の普及のためにセミ ·-r 一~

どを開いている。

1) INERAの森林植物学研究室

ヤンガンヒの森林は西アフリカから東アフリカまてつながるアフリカ

イール、中央アフリカ、コンゴ、ガボン、カメルーン、ナイジェリア、ガーナ、コートジ

ボアール、 彙リベリア）に位置している。

に樹種が豊富であるo 4000haの保護林内の植生調査ては1480の種があった。このよ

うな森林ではha当たりの優良樹種は極めて少ないため、天然及び人工更新によって経済価

値の高い樹種を増加させる研究を行っている。対象としている樹種は、 Guarealaurenti, 

lacourtiano, Autranella Pacyelasma tessmaniなどである。

：］）林業研究分野からの研究協力に関する嬰望

林業に関する研究協力に関して次のような要望書案が提出さ

るものと思われる。

(1) はじめに

今後正式な要請があ

アフリカには 7億 9千万haの森林があるが、ザイールは 1億2900万haの森林面積を持

つ。これらの森林は地域によって気象、地形及び土壌等の条件が大きく異なるために、

化の窪んだ様相を示している。また、これらはアフリカの熱帯降雨林の47%、世界の熱帯

林の約6.5%を占めている。

① 生態学的側面

ザイールの森林はまだ未踏の生物学的な研究資源であり、動植物の原種の宝庫である。

構成物の多種性、構造、機能などが複雑さを示している。

② 社会経済的側面

ザイールのあちこち、特に大都市周辺及び人口密度の高い地方で、森林は次のような

状態に置かれている。

a. 木材消費の強い要求。エネルギー利用のための森林からの採取はすでに年間3500万nf

に逹している。これは年間の製材用材の実に約70倍である。

b. 農業用適地を必要とする農業生産への強い要請。移動耕作や焼畑移動耕作などで自家

用の農作物を作るために毎年200万haの森林が使われていると推定されている。
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ると、疑いも ＇ ヽJ ヽ き'-

し し ら、その過度の さら レベルの生態系のバラン

'-.• いらの両側面において、ザイールは熱帯林の保全と持続的利用のためにその利用

し」 に関して、 な研究努力を担う る。

(2) これまでの研究

ヤンガンビにある によ Haut--

民地時代に開始された林業研究が取りまとめられている C それらの中で主要な研究と

次のものがある。

←上壌—植生ミッションによる調査と植林の状況：これによってザイールの土壌分類と

植生分類が達成された。 1956年にアフリカ科学会議においてアフリカの植生型分類法の

ための用語を統一することにINEAC(INERAの前身）はき きな貞献をし

② 特定の森林での総合調査： PierlotとDonisらの研究はこの調査をもとにして熱帯降雨

林の構造を明らかにし

その他の研究

a. 花、実、実生、木質切片などを収集して種を特定する研究

b. 植生学研究

1937年から、樹木と草の892種類についてフェノロジーの観察を10年から15年間毎週

行った。その研究では同時に樹木園及び自然林で成長測定を当初 2年おき、後に 5年お

きに行った。

主要な樹種に関しては、発芽力やその保存、種子の形成などを明らかにするために種々

の環境下で発芽試験を行った。

（ぃ林業研究

間伐強度や時期及び花粉や種子などの散布の特性などに注目した天然更新の研究C,

列状法、方形法、帯状法などの種々の技術を用いて森林の価値を高める研究。

熱帯林の生態と経済的効果に注目した植林の研究。
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1986年にFAOは研究を含め、ザイール林業で効果的な成果をあげるためには161

と871名のテクニシャン

はまた75人の林業技術者

らないと

ンシニア：） しかt,¥ /囚し＼。

口、、ザイールに

いずれの研修課程もISEA--BENGAMIS八の

る状況にある。研究所及び技術員の必要数を表15に

にはなし＼ため —— 

森林i¥物字 森林昆虫学'. 森林ーネ「会＇芦 了ロワ札バスいに~ 森和且態学：
，'へ-",',' C D E F 

② 科学技術的拘束

林業研究の再開のための計画を練り上げようとする時に、 な問題とし

開始された多くの研究が未だ完成もされず追試も行われていないことがある。また長期

にわたる調査で完了したり追試された研究でその得られたデータが処理もされていな

かったり、成果か一般に報告されていないものが多数あるc

③ 林業研究の取り組み不足

土壌の肥沃性の維持や関連する農業生産性の問題の解決を行うことを目的とするよう
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(4) 研究計画

林菓研究計画は次のことをねらっている。

① 有効な林業研究の総合評価、積み重ねられたデータの活用および国の森林開発計画の

めの情報の提供

森林の構成、森林の生物学、木材の特徴などに関する知識の集積の継続

③ アグロフォレストリーや林内農業 (Sylvi-・agTiculture)における移動式農業の継続

性に関する実験

④ 在来と外来樹種の発芽試験および植林と育林施業の強化

これらの具体的な研究課題例を次に示す。
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、さ ＼ない樹種の自然環境下でのフェノロジーと成長の速さの

2 . 

3 : 

4 : 種々の目

ける樹種のフェノロジーと成長の速さの研究

目的樹種の導人試験

ロクフムに用いられる樹種の導入に必要な技術試験

c冷サププログラムC 森林昆虫学

1 : 森林動物相互の関係研究、特に木の梢までの微小動物相の研究

2 : 根園ての種々の微小動物相の研究

実行 3: 苗床及び植林地での被害研究

d. サププログラムD. 社会林業学

1 : 薬品および伝統的薬に利用される樹種の研究

実行 2: 森林動物相、とりわけ人間の食用になる動物（毛虫やバッタ等）との関連の研究

実行 3: エロージョンを防止する技術と適した樹種の選択

e. サブプログラム且アグロフォレストリーと林内農業

実行 l: 主な穀物と土壌の改良に役立つ樹種との関係についてのアグロフォレストリー

技術の実験

時間関連：休閑地の樹種、成長が速く土壌改良効果の速いもの

ー耕作物関連：使用する穀物種

実行 2: タウンヤ法 (Taungya)の評価と植林地造成におけるその普及（人口密度の

い地域）

f. サブプログラムF.森林生態系の生態学

実行 1: 天然林および伐採跡地の更新研究

2 ; 森林生態系構造の研究
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実行 1: まだ研究さ

及び植林木で）

実行 2; 天然林の樹種によるパルプ研究

上） 上）

＼ない主要樹種の物理化学的特徴と

•• 
3
 

ルギー資源とし ガス、濃密化）の研究

4 : 木材の多目的利用研究

(5) 技術援助及び研修

ザイールでは林業研究は長い間低迷したままてあったため、その再開には期待される

果をあげえる資格（適任）のある人材が必要である内しかし，現在国立の高等教育および

大学のシステムではレベルA1 (技術テクニンャン）の林業教育を行う高等研究所が 1つ

である。そのためこの分野での研究者か欠如しており、次のような方法によっ

研究者の養成が必要である。

① TARCの技術援助による林業の専門研究協力員 2名（林業技師レベル (AO)で修七

し＼

または博士）

この研究協力員はそれぞれヤンガンビ研究センターと Bas-Zaireのルキの林業支所

を担当する。

② 研究者の研修に関しては次のような計画とする（表17)。

a. 短期研修生 (3~ 6ヶ月）を毎年 2名 計 8名

b. 専門教育及び修士号取得のための中期研修生 (l~ 2年）を 4名

表17 研修計画表

2年 3年目 4年目 5年目

短期 2 2 2 

中期 2 2 
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材積としてl

閉鎮林 (forets

9にまと これはLarnaと

もと したも

よびその他の地域ごとに1980年の

る。総立木材積は1025万 り

と沢沿い林 (galeriesforestieres)では約半分の540万可である()

(3) 森林開発

1973年にはすでにフランスの植物地理学者オーブレビル (Aubleville)はベニンの沿岸

林はほとんどすべて消 ら久しいことを証明してい また彼は最後の南部の開拓や

中央部に，点在する森林が消滅の危機にあったことも見ていた。速さはにぶってきたものの

最後の残存林も消滅する方向にあることは今日明らかである。以前に存在していた木本植

物の約 4分の 3は人間の活動によって破壊、又は、他の士地利用、二次林、裸地へと

させられた。

1980年のベニン共和国の森林面積は 5万 4千ha(国上の0.4%)に し↓ ぃ植生の回

復地帯もあることはあるが（例えばBassila-~D jougou街道のKodawari東部、 Ooeme森

林のAlpouro川附近）、いずれも地域的で小面積である。
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天然林の疲弊は特に人口の大部分の集中か見られる南部で明瞭である J 最も悪い状況は

常に高密度人口の核付近におきている。

ベニ もよく される農耕形態は移動耕作で、農業が主な森林破壊の要因とな

ている。農民は森林の一部を伐採し、枯れた木々を集めて火をつける（）北部の地帯ではス

テップ状の地に火をはなち、南部では一般に斧や山刀で開拓するのに比べ、効果的に開拓

している。土地を整備した後、土壌は数年間集約的な開墾に利用される。期間はその土地

の肥沃度による。南部では、雨量の多いことから毎年二回の農耕が続けられ、土地は疲弊

させられるとすぐに見捨てられる。これが休耕地となり、農民は新たな土地の開拓にとり

かかる。これらのサイクルが常に方々で動いている。

空中写真と比較研究を行い森林の大区分ごとの年平均伐採面積を調査した。"閉鎖林”

と"沢沿い林”へのアクセスはしだいに困難になっており、 1980年から1985年の間に伐採

される森林面積は、その前の 5年間の伐採よりも少 している

(4) 森林の衰退 (Degradation)

ベニンの南部地域では湖やラグーンの漁業と塩の手工業的生産がマングロープや林分構

造の破壊の最大の原因となっている。ケメ低地の漁民は「acadja(アカジャ）」と呼ばれ
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-, 平ったマングロー

その中に塩分の多し

いている。さらに同じ

る。この最後の作業で最も

いし

とする。

よび北部では乾期には水や草か不足するにもかかわらず牧畜が非常に進んでいる。

そのため飼育者逹は遠くの水飲み場まで家畜を連れて移動しなければならない。その途中

で家畜が木々の「枝おろし」をすることになる。家畜の踏みつけや過放牧などか深刻な植

牛破壊をひきおこしている。ニジェール盆地では、農業と家畜とによってすでに耕作不可

能地があちこちに点在している（図10)。

中部と北部の植生に覆われた主要な部分 (foretsclasses comprises)は毎年火かつけ

られている。人口密度の低いこの地域では昔から行われてきたことである。それに対し、

人口密度の究めて高い南部では火人れはまれなことである。くり返される火入れによって

savane boiseeやsavanearboreeからsavanearbustiveへと著しい変化をもたらしてお

り、 4万haにおよぶforctsclairerやsavanesboiseesおよび 2万 5千haにおよぶsavane

arboreeの減少を引き起こした。同時に、サバナ地帯で 1年間に 5万ha以上の農地が増加

している。ただし、この数字は農地人口の増加から計算されたものであり、 ］農家当り

耕地 5haを利用し、年間 1万件の増加が認められていることから求めている。

(5) 植林

人口造林面積の極立った増加は認めることができない。年間140haのCocosnucif eraの

植林と、北部のAnacardiumoccidanlaleの果樹園のための植林にみられる程度である。

造林面積の推移とその施業法を表21および表22に示す。
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図10 森林の衰退と砂漠化のモデル
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森林開発の動向

森林開発は大部分が手作業で行われ、近代的な事業的森林開発が悠速に進展する

はほとんどない。また生産性が著しく改善されることも起こっていない

年間森林生産量をみると何年もの間、生産の停滞がみられる。

に天然林開発がほとんど増加していないことに起因する。

これは1981

FAOの

1985年の間

人口増加のせいで、燃料材や炭の消費の増加はここ 5年間で15%に達している。

①
 

燃料材の不足

ベニンは森林不足に苦しんでおり、特に燃料材は深刻な問題を生んている

では、 4日に 1度は、 まる 1日をかけて燃料材を集めねばならない。村から

る地域

れた林までいかなければならないのはザラである。そしてそれらは女性と子供逹の過酷

な仕事となっている（図1l)。また、燃料材の不足は食物が十分に料理されず、沸騰し
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表22 造林施業法

樹種
伐期齢

（年）

A.A.M. 
rri'/ha/年

収穫量
j 

m/ha 2度目

間伐

3度目

Tectona grandしS 55 11 
20 
20 

10 ~ 15 

342 15 15 15 

4度目 5度目

30 

Casuarina equisetifolia 9~ 10 

10 ~ 15 

I I度目

~-, ---―- ---~---
200 steres 

I 

ない水を飲むことにつながり、健康を害する人々が多くみられるようになっている。ち

なみに、 3日間分の料理に使用される一束の薪は350CFA(セーファフラン）~400CFA 

で、 これは 1日分の賃金に相当する。

多くの地域では， わらや落葉など、農作物の屑や牛糞などが燃料として使われている

が、 これは地力を維持・増進することを阻む結果となり、土地の生産性を低下させてい

る。例えば以前はha当たり 1.5~ 2 t取れていた陸稲が現在は650kgまで落ちている
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林業振興

農村地帯の森林プログラムには、燃料材と

物による士壌改良、多目的林の造成などかある。

林業普及は、 CARDER(農村開発地域活動センター）内に

,L‘ 

f

つ，・ナ
卜
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から進められるようになっ

に力が置かれている。

a. チークの植林（建設用材）

チーク

この植林活動は1976年に開始され、現在はキャンペーン っていなし

は高い。苗畑は国立林業開発協会 (SNAFOR)とCARDERで管理運営されている。

また、南部では私有の苗畑さえ現れるまで技術が一般に定着してきた。今後、国レベル

として、他の地域への定着の促進やCARDERの苗畑を援助して霊要と供給を安定化さ

せることが目的となっている。

b. 燃料材の導入

チークは燃料材としては適当でないので、他の優良樹種を導入する。過去 5

験では南部地域で三種類のユーカリの有効性が確認されている。

・Eucalyptus citriodora 

・Eucalyptus tereticornis var。

・Eucalyptus torrelliana 

また小さな規模では下記のものも導人を検討されている。

・Leucaena leucocephara 

・Albizia lebbek 

心 複合 林

アグロフォレストリーによって畑に木を植えるような土地利用法が確立されている。

林務署と農民はタウンヤ法を用いた植物生産とチーク及びユーカリの生産を行う700ha

程の林を持っていた。今後アカシアを導入し、窒素と腐植によって土壌を富養化させる

とともに、燃料材を速く得られるようにすることが考えられている。また、休閑地の富

養化策も施するようになってきた。

2)ベニンにおける近年の林業研究

(1) 1986年の試験研究

① 休閑地植林

Eucalyptus torrelliana, Acacia auriculiformis及びLeucaenalucocepharaの成

長試験

② Eucalyptus camaldulensisの成長試験
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a. 

c ． 

愈 Leucaena

b . Eucalyptus tereticornisと他のEucalyptusの混植試験

torrelwna 

• Eucalyptus camaldulensis 

・Leucaena leucocephara 

ーこ

torreliana 

camaldulensis 

camaldulensisとLeucaenaleucocepharaの

混植試験

1987年の試験研究

① ポット植えと畝植え試験

• Acacia auricul~f or mis 

・Eucalyptus camaldulensis 

・Eucalyptus tereticornis 

・Eucalyptus torrelliana 

② 多種のEucalyptusの導入試験

・Eucalyptus alba 

• Eucalyptus urophylla 

・Eucalyptus tereticornis 

• Eucalyptus 12ABL 

密度試験

・Acacia auriculiformis 

・Eucalyptus camaldulensis 

(3) 1986年と1987年の成果のまとめ

① 樹種選定

・Acacia auriculiformisは全域で評価が高い

・Eucalyptus camaldulensisとLeucaenaleucocepharaは、石灰が地表にない地
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(1) 
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ことかでき

してくる
f

ふ↓ー，

としての木（燃料材、

てきている以外

・農耕地の地）J

建築材、家具材なとの因要に答える

隣国から移動

な自然資源がいためられてきている。その結果、り

を人々に供給することが極めて困難に 1ふつ

引き起こしている。

約水の枯渇

農業の 士地への要求は次第に高まり、天然林や保存林まで次第に減少している。

まだ十分に森林の残る地域では合理的な註画的開発が伝統的な木材伐採システムの上に

るようになり、永続的な間発を可能にする方法か検討されてし 1る。上壌と水の保全

び侵食防止面からみた農村地域の計両的開発上の間題は特に北部地域で非常に大きな間

となっており、多収穫マメ科植物を開発する必要にせまられている。特に乾季に力点を

いて、季節移動する動物の群れや農・林・牧の様子を調査する必要がある。

また、 ている多く ために開発または試みようとする研

る必要がある。

・燃料材の生席：乾燥にも十分耐えられるような人工林の育成と天然林の計画的開発に
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よって行う

・アグロフォレストリー：伝統的なアグロフォレストリーシステムをもと

を休閑地に植えるなとする

・樹種の苗や種の供給

• 森林の財産を保護、保全するための森林病害虫及び植物衛生への対応

(2) 目的

短期

外国産およ

建築用材、嬰村及び都市における

に適した樹種の選定。

長期

ロジェクト .，、燃料材、サーピス材（農村ての

システムに使用する電柱材など）、その他用材の供

森林管理のための森林機能の把捏プロジェクトを行い、リモートセンシング技術を川い

て現在の森林の潜在的能力の知識を得、砂漠化及ひ乾燥化現象を止めることに役立てる。

(3) 期間

6年間は必要である。

(4) 実行計画

日本と農業研究局 CD.R. A)の林業研究部 (U.R. F) と共同で 6年間に渡り次の

ような研究を行う。

① 森林計画

ベニンの森林状況はまだよく知られていない。またそのためによく管理されていない。

共同研究によって科学技術的な仕事の不足を埋めることができ、特にリモートセンシン

グの適応研修は有効である。

② 森林病害虫及び植物衛生

この分野においては知識が欠けている。森林保護に関しては虫やその他の寄生による

被害も小さくないのに、低木叢林の火事や植林地の火災に対する防火帯などに限られて

いる。実際Iroko(Chlorophora excelsa)やKhayasenegalensisは穿孔虫の被害によ

く合うが、それに関しては何のデータも得られていない（）またEucalyptusやAcacia

auriculiformis (オーストラリア産アカシア）のプランテーションは同様に白アリや甲
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は自分逹の畑に風よけの

できるような

• 水公社 (SBEE)

ものか得ら

に

し＼でし＼る。その主

してきたコンクリートや金属の電柱の

格が高くなってきたことである。もしも木製の電柱が利用可能になれば非常に優れ

物となることは確実で、それはとりもなおさず他国の開発プログラムを大きく支援するこ

とにもなる。

目的

として使用可能なEucalyptuscamaldulensisの優良木の選別研

（起源学、接ぎ木法、挿し木法など）を行う。

これが成功すればベニン経済にとっても大きな助けとなるとともに農民にとっても林木

と農業生産の中で生産システムを改善することが可能になる 0

優良木の選定はまず出所をはっきりさせた上で目的に応してフェノロシーの特徴を観測

し続けることで試みられよう。
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表24は推定立木材積 (VOB) と利用材積 (VAC)を示している。

立木材積

(a) rnso年、

(b) 1985年、推定
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2, 500ha以上てある。平均伐採量は月に100本以上になってはいけないのまた丸太の切り

出しは赤木 (boisrou宮es)に限られており、 Khayaが実際の利用材となっている。ま

さ2.5~:lrnである。

その他の林産物

利用材のうち燃料材および炭材として伐採されるものが最も多い。この利用形態では

燃料材としての伐採は 1ヶ月 100ステールを越えることはなく、炭としての利用では100

キンタルを越えない。それ以外に枯木の利用は白由である。木材を燃料材や木炭として

るために小さく切り開かれた多くの場所があるが非常にそれらの管理は困難である。

木質燃料の代替となるものは見あたらないご 1980年~SJ年の間に行った調査では燃料

材の使用量は600万叩こなっている。

人口の90%を占める農村地帯で510万吋が消費され、これは、砂漠化間題とからんで大

きな問題となっていろ。間題は大都市周辺でも深刻である。

(4) 植林（表25)

1939年からチークの植林が開始され、 1960年代まで続いた。その後、計画を変更し、農

民による植林もあったが1972年までに植林された面積は約2,OOOhaにすぎなかった。 1972

年からは外来樹種を導人し、早牛樹種を利用することで 6~7年で伐採し、大都市の需要

に答えた。

1972年から1977年の閤に大面積の植栽を行い、 1,700haが完了し

(5) 燃料材の需要（表26)

首都Ouagadougouは市民が燃料材で料理をしている典型的なアフリカの大都市である。

人口増加と急激な森林消失は需要と供給のバランスを著しく崩している。事態は非常に深

刻で、都市周辺への対策は早忌に立てられねばならない。また、ガスや油は一般市民には

ぎて手が出ないものであるとともに、輸入に頼らなければならないこれらの利用は国

家経済にとっても重荷となっている。燃料材とともに炭の利用も増加しており、 1975年で
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その他Iには次のものが含まれる： Eucalyptus camaldulensis. Cassw swmca. 

Azadirachta indica, Gmぞlinaarborea. Acacia n£lotioa, Anacardium occidentale. 

!bl 1985年

カテコリー

Tcctona grandis 

その他

合計（非企業i

表26 人口と燃料材消費量の増加予測（単位はそれぞれ千人、千nf)

年 1974 1980 1990 

必要量 人［］ 必要量 人口 必要量

440 737 6000 1200 

4770 5794 5400 

5210 6531 6000 

は年間905トンであったが1980年には年間1,500トンになっている。これは燃料材に換算す

ると約7,500トンに相当する。なお、燃料材は年間1Ui 4千トンに及んでいる"

これらの燃料材を供給するために、 3.5トン以上のライトローリーを使用し、 4、 5日

かけて450kgの材を運んでいる。 Ouagadougou附近の天然林の蓄積は20~25吋/haあり、

年成長量は0.5~ 1吋である。このことは首都の需要を満たすためには、 7,000-,8, OOOha 

の天然林が必要で、継続的に伐採を続けるには20~30万haの天然林が必要となることを

意味している。

植林した場合、人工林ては 2~3トン/ha/年の成長が見込まれるか、この場合でも
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）アフリカのリモートセ

フリカ

アフリカ

0" 
る

＼カマト0)

l 、、℃
コ ー ヘ ゾl , 

シン

リモートセンシ

アール、ベニン、

-:; 

的々に',

からある

ター

のメン／＼‘ー

). ,_ 

ンター

る，、

る

アフリカ、カメルーンのプロジェ

リモートセンシン

めるカマ

々

い。ヶ

ために利用可能であるとの認識の上に、この技術をアフ

そして、 1975年 2月、 CEAの政府会議の第280号決

ミ］ションの後1リ77年 3月キノシャサで開

によってアフリカに次の 5つのリモートセンシング

地域センターを設けることになっ

RCSSMRS ナイロビ （ケニャ）

② CRTO ワァガドゥグ （プルキナファソ）

RECTAS イレ・イフェ （ナイジェリア）

カイロセンター （エジプト）

ERTS キンシャサ （ザイー

CRTOとRCSSMRSは特にデータの処理と配布、情報提供、研修及び利用者への援助の

めに開設された0 これらのセンターはそれそれ西アフリカ地域と東アフリカ地域の広範

な利用者を持っている。また、 HECTASは図化及び写真測量分野に特化している。これ

らうつのセンターはそれぞれ地域管罪委員会 (CGR)の卜→にあり、その活動は図化及びリ

モートセンシングアフリカ機構 (OACT、 アルジェリア）によって調整されているc
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にリモート七ンシンク

と、=ろが大きし＼ご

してし＼る ンターとして ~w>

ニジェールのニアメにあるAGRHYMETセ‘ TEOS八］ニ

TIHOS~N~ 

セネガルのダカールにあるCROり『：リモートセンシン

し＼＜

き

はリモートセンシン

農林業な

し＼た3

のデータ

2)ザイール

ヤンガン

1951 

しても有名である。この分類法

と

)-• 心可
'-; ニ(v'、

にはアフリカにおける

，しーこ

ること

られたところこ

されて今でも世界中で使用さ リモー

トセンシングデータを用いた熱帯林分類でも重要な位置をしめている、)しかし

費が極端に不足し、給料以外の予算はほとんどない（）リモートセンシング技術の導人は

究者の間においてさえ「夢のような技術」の類であるという。

しかしリモートセンシングがもたらす効用は レベルで重視され、大統領直属研究所

として人工衛星地球観測研究所 CERTS)がキンシャサの大使館が立ち並ぶー等地に

されている。職員数は50名で、リモートセンシング専門家は22名であった。地質、嬰林業、

国域調査、統計の 4部に分かれ、農林業では農・牧草地を主な対象としている。

農林業部には10名の専門技術員がおり、内 l名は経済学者である。現在は主に農地のポ

テンシャル図を作成するために衛星画像の判読技術が利用されている。画像の強調処理は

海外（日本も含む）に依頼し、エッジ強調画像、主成分画像、比演算画像などを使ってい

るが、これはパーソナルな協力関係によるとのことてある。作業は縮尺40万分の 1の画像

上で行い、縮尺100万分の 1の最終成果品を作成している。作図された農林の項目例として

は次のものが最も細分されていた例であった。

(1) 農業適地 (3カテゴリ）

(2) 畜産適地 (3カテゴリ）

(3) 複合適地 (4カテゴリ）

(4) 農地および林地 (3カテゴリ）
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を期待しているとのことであった。
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j

システム、強調処理済画像の早期入手体制の

ナイジェリア

70証位の幅でひろかっているか、内陸に進むと広大な密林地帯かある。また、西部の森林

地帯ではマホガニーなとの輸出川木材が伐採されている。

ナイジェリアは今回の調査ではアフリカで唯一の英語厖の国で、行く前からいろいろな

り、特に空港の状況を心配していたが極めて整然とした感じで治安は十分守られる

ようになったようだった。訪間先は日本大使館と今日に於けるアフリカ最大の農業研究所

る国際熱帯農業研究所 (IITA)のみで滞在が短期間であったこともありリモートセン

シング専門家と会う機会か持てなかったが、同研究所の紹介ビデオの中でアフリカにおけ

る農作物の虫害をランドサットデータを用いて捕らえるコンピュータ画像処理手法か取り

上げられていた。また副所長Fisher博士によればリモートセンシングデータを応用した地

理情報システム (GIS)に強い関心があり、農業適地判定に使用可能性が高いと期待して

いるとのことであった。リモートセンシングでもこのような国際機関における研究体制の

整備を期待したい。

4)ベニン

地域開発・協力活動省農業研究局では林地のポテンシャルをよりよく把握し、森林管理

に用いるためにリモートセンシング技術を利用したいとのことであった。それが砂漠化現

象と乾燥化の抑制に役立つことを期待していた。北部から押し寄せてくる砂漠化を造林に

よって食い止める必要があり、これは農業研究局を通して日本に援助要請される予定であ

。
ス～

また同省の水資源・森林・狩猟管理局にはリモートセンシング森林被覆センター (CN.

NA. TEし）がありセンター長に会うことができた。
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研修その他を通してリモートセンシング技術の普及を行う

センター内には、リモートセンシング解析および出版部、社会経済分析およ

それ ラボ部の三部かある。リモートセンシング解析では人工衛星両像およ

いた判読手法により 水系図）しふどこれま

でに100図葉以上を発打しているc

同センターも、研究協力およ

5) プルキナファソ

首都ウァガドグに近隣諸国共同リモートセンシングセンター

しているところ

TO)が

つ

1~ 
''--

されている。これはアルジェリア、ベニン、プルキナファソ、カメルーン、コンゴ、コー

トジボアール、カーナ、キニア、リベリ マリ、モーリタニア、ニジェール、セネ

シェラレオネ、 トーゴの15ヶ国からなるアフリカリモートセンシング評議会の付属機関で

ある。

設立日的には人工衛星の受信局設立の一項かあるが経費上の間題から実現に到っていな

い。現在は主にラスパルマスの受信データを研究に使用している Cl 年間予算は 3億7470万

CFA (約 1億 5千万円）であり、 FAC、OSAID、UNDP、JOHNPAUL II拮金などか

ら援助を受けている。またドイツ、イタリア、スペイン、日本、スカンジナビア諸国、

EEC、UNSO、UNICEFなどにも援助要請を行っているところである。

1978年から198G年までの研修生は21ヶ国（図12)から延べ228人となっており、研修の主

な専門分野は地質 (44人）、林業 (34人）、図化 (26人）、農業 (22人）などである（図13)。

定期発行図書として "AfricaPixel"の論文集かある。二年間の論文集で見られる農林業

への応用研究として

(1) リモートセンシングと農業統計

(2) 地上ラジオメトリック測定による熱帯農作物のスペクトル反射特性

(3) ランドサットクイックルック画像による林野火災状況把握
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12 リモートセンシング研修参加国と人数

(4) SPOT画像における農耕地分類とスペクトル特性による分類の困難性

その他に水源可能地の判読法や土地利用解析など間接的に農林業に関係する報告があっ

ラポは、最近まではリモートセンシングデータの加色合成及び焼付を行え

る加盟国内唯一のものであったが、コートジポアールにUSAIDの援助でラボが新設さ

たことの影響を心配しているようであった。カラーは施設上の問題から全紙版の現象がで

きず、 Tl¥1データに関しては強調処理手段を持たないので整備したいとのことであった。

リモートセンンング研修の期間は 3ヶ月~9ヶ月までのコースがありフランス語圏から

ら10名か年問の平均である。研修費は各自負担でスポンサーを捜して来る。

例えは払達の訪間時に研修中の19人のうら、得ているサポート状況はFA02名、 FAC2

JOHN PAUL TI ;':l名、他のプロジェクト 3名、スポンサーなし10名であった。講師
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図I;3 研修生の専門分野

はセンター戦員が 6

講師を頼んでいる。

（うち 3名はフランス人）、 アシスタント 6名で他に必要に応じて

デジタル処理装置は筆者がフランス留学中に使用していたものと同じフランス製の

PERICOLOR 1000があり、研修に使われていて、懐かしい思い出が一瞬よみがえっ

しかしこれも旧型で、現在フランスではRERICOLOR2000か数年前から使用されている

はずである。
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ロジェクトには次のものかある。

ータリンク(プルキナファソ）

とうもろこし

＼
ノ

④ 湿地帯植生状況調査（マリ、セネカル）

⑤ 湿地帯森林の変動

⑥ 砂漠化研究 (ECCサポート）

（ブルキナファソの 4ヶ所）

ータリン⑧
 

6)イギリス

としては世界 名 自然資源開発研究所

ここては，、虫害（バッタ笠）状況把握のためにNOAA・AVHRRの1り日間合成画像を

アメリカから 2日後に航空便て受け取る体制を作っている。またMETEOSATの受信設備

りアフリカ地域の常時観測を行っている。

リモートセンシングユニットは農林業の各分野に対して人工衛星．画像の判読等のサポー

トを行い、国内外におけるODA代表としての役割も担っているっ近年、士地利用区分なと

に利用する画像作成などでインドネシア、タイなどへの援助に力を人れている。また、イ

ンドにおけるコンピュータを利用したSPOT画像強調処理手法の研究、画像重ね合わせに

よるタンザニアの農耕地の変化抽出の研究などが行われていた。

このユニットではオーストラリア受信局で受倍された東部インドネシアとパプアニュー

ギニアの全クィックルック両像をマイクロフィッシュで収集するとともに、 EOSATの二

年間分の全世界のマイクロフィッシュを収集している。さらにランドサットデータカタロ

グを完備するために、南アフリカや日本、タイからもカタログを収集し、管理している。

7) リモートセンシング分野における共同研究の可能性

農林業利用を中心に西アフリカのいくつかの研究期間の概要を紹介したが、いずれの国

でも日本の海外援助に対する期待は大きく、私達の訪問直前にリモートセンシング分野で

日本大使館へ援助要請書を提出していたところもあった。また研究者のレベルとしても、

ここ 2、 3年の間に先進国てPh.Dを取っで帰国した人たちが多くみられ、ある程度の地
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